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研究組織(令和４年３月末現在。ただし完了した研究課題は完了時現在、補助事業廃止の研究課題は廃止時現在。) 

１ 総括班・総括班以外の計画研究 

研究 

項目[1] 

課題番号 

研究課題名 
研究期間 区分・氏名 所属研究機関・部局・職 

X00 

総 

17H06347 

分子夾雑の生命化学 

平成 29 年度 

〜 

令和 3 年度 

研究代表者・浜地 格 京都大学・工学研究科・教授 

研究分担者・王子田 彰夫 九州大学・薬学研究院・教授 

研究分担者・馬場 嘉信 名古屋大学・工学研究科・教授 

研究分担者・杉本 直己 甲南大学・FIBER・教授 

A01 

計 

17H06348 

分子夾雑下での生命分子の直接修

飾/機能解析を実現する有機化学 

平成 29 年度 

〜 

令和 3 年度 

研究代表者・浜地 格 京都大学・工学研究科・教授 

A01 

計 

17H06349 

生体夾雑系におけるタンパク質不

可逆阻害のための有機化学の開拓

と創薬展開 

平成 29 年度 

〜 

令和 3 年度 

研究代表者・王子田 彰夫 九州大学・薬学研究院・教授 

研究分担者・小野 眞弓 
聖マリア学院大学・看護学研究

科・教授 

A01 

計 

17H06350 

植物機能の理解と制御を目指した

分子夾雑の合成化学 

平成 29 年度 

〜 

令和 3 年度 

研究代表者・萩原 伸也 

国立研究開発法人理化学研究所・

分子生命制御研究チーム・チーム

リーダー 

A02 

計 

17H606351 

細胞夾雑模倣系の構築と細胞内活

性分子設計指針の構築 

平成 29 年度 

〜 

令和 3 年度 

研究代表者・杉本 直己 甲南大学・FIBER・教授 

研究分担者・三好 大輔 甲南大学・FIRST・教授 

A02 

計 

17H606352 

細胞夾雑系における蛋白質の異常

凝集の原理と制御 

平成 29 年度 

〜 

令和 3 年度 

研究代表者・後藤 祐児 大阪大学・蛋白質研究所・教授 

A02 

計 

17H606353 

水を通して見る生体分子夾雑系の

情報熱力学 

平成 29 年度 

〜 

令和 3 年度 

研究代表者・田中 成典 
神戸大学・システム情報学研究

科・教授 

A03 

計 

17H606354 

がん病態環境の分子夾雑マッピン

グデバイスの開発 

平成 29 年度 

〜 

令和 3 年度 

研究代表者・馬場 嘉信 名古屋大学・工学研究科・教授 

研究分担者・小野島 大介 
名古屋大学工学研究科 特任准教

授 

A03 

計 

17H606355 

夾雑を制御するための細胞融合デ

バイス開発 

平成 29 年度 

〜 

令和 3 年度 

研究代表者・田端 和仁 東京大学・工学研究科・講師 

A03 

計 

17H606356 

分子トレーシングを基盤としたが

んと神経の細胞標的分子の創成 

平成 29 年度 

〜 

令和 3 年度 

研究代表者・夏目 敦至 名古屋大学・医学研究科・准教授 

総括班・総括班以外の計画研究 計 10 件(廃止を含む) 

[1] 総：総括班、国：国際活動支援班、計：総括班以外の計画研究、公：公募研究 
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２ 公募研究 

研究 

項目[1] 

課題番号 

研究課題名 
研究期間 氏名 所属研究機関・部局・職 

A01 

公 

18H04544 

細胞夾雑系における選択的タン

パク質分解制御方法の開発  

平成 30 年度 

〜 

令和元年度 

伊野部 智由 富山大学・理工学研究部・准教授 

A01 

公 

18H04537 

細胞膜タンパク質機能を制御す

る人工光応答分子の開発  

平成 30 年度 

〜 

令和元年度 

小澤 岳昌 東京大学・理学系研究科・教授 

A01 

公 

18H04563 

脳内夾雑環境で働く記憶・学習回

路の新規化学遺伝学的制御  

平成 30 年度 

〜 

令和元年度 

掛川 渉 慶應義塾大学・医学部・准教授 

A01 

公 

18H04538 

分子夾雑の理解に基づく癌関連

タンパク質のオルガネラ膜局時

局在機構の解明と制御 

平成 30 年度 

〜 

令和元年度 

小松 徹 
東京大学・薬学系研究科・特任助

教 

A01 

公 

18H04543 

組織夾雑系の理解を目的とした

ケミカルプローブの設計戦略 

平成 30 年度 

〜 

令和元年度 

田井中 一貴 新潟大学・脳研究所・特任教授 

A01 

公 

18H04546 

細胞内オルガネラ膜の分子認識

化学の開拓と展開  

平成 30 年度 

〜 

令和元年度 

築地 真也 
名古屋工業大学・工学研究科・教

授 

A01 

公 

18H04535 

分子夾雑場における進化的ペプ

チドリガンド探索手法の開発  

平成 30 年度 

〜 

令和元年度 

寺井 琢也 
埼玉大学理工学研究科・特任准教

授 

A01 

公 

18H04542 

タンパク質夾雑空間解析を可能

とする光触媒‐近接標識法の開発  

平成 30 年度 

〜 

令和元年度 

中村 浩之 
東京工業大学・科学技術創成研究

院・教授 

A01 

公 

18H04547 

生体膜の曲率・脂質パッキンクグ

状態変化を誘起する機能性ペプ

チド 

平成 30 年度 

〜 

令和元年度 

二木 史朗 京都大学・化学研究所・教授 

A01 

公 

18H04556 

ガン細胞内での合成脂質の自己

組織化制御と細胞死の制御  

平成 30 年度 

〜 

令和元年度 

丸山 達生 神戸大学・工学研究科・准教授 

A01 

公 

18H04536 

分子夾雑下ヒストンアシル化に

よる細胞機能制御を可能にする

化学触媒システムの開発  

平成 30 年度 

〜 

令和元年度 

山次 健三 東京大学・薬学系研究科・助教 

A02 

公 

18H04561 (廃止) 

夾雑環境下でのネイティブ質量

分析によるタンパク質相互作用

の観測と追跡  

平成 30 年度 

〜 

令和元年度 

明石 知子 
横浜市立大学・生命医科学研究

科・准教授 
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A02 

公 

18H04531 

細胞場夾雑系における圧力効果

を用いた蛋白質の物理化学的特

性解析法の確立と応用 

平成 30 年度 

〜 

令和元年度 

石森 浩一郎 北海道大学・理学研究院・教授 

A02 

公 

18H04540 

核磁気共鳴法による分子夾雑系

膜環境における G 蛋白質共役型

受容 体の機能解明  

平成 30 年度 

〜 

令和元年度 

上田 卓見 東京大学・薬学系研究科・助教 

A02 

公 

18H04533 

蛍光一分子分光による分子夾雑

環境におけるタンパク質の構造

変化追跡  

平成 30 年度 

〜 

令和元年度 

小井川 浩之 
東北大学・多元物質科学研究所・ 

助教 

A02 

公 

18H04550 

ヒト生細胞の分子夾雑環境にお

ける核酸の構造と相互作用の解

明  

平成 30 年度 

〜 

令和元年度 

片平 正人 
京都大学・エネルギー理工学研究

所・ 教授 

A02 

公 

18H04557 

天然変性蛋白質 αシヌクレインの

細胞内夾雑系における凝集解析

とその制御  

平成 30 年度 

〜 

令和元年度 

河田 康志 鳥取大学・工学研究科・教授 

A02 

公 

18H04568 

リン酸化酵素の活性・阻害に影響

を与える細胞内分子夾雑環境の

理解と創薬応用 

平成 30 年度 

〜 

令和元年度 

喜井 勲 
信州大学・学術研究院(農学系)・

准教授 

A02 

公 

18H04530 (廃止) 

1 細胞ラマン分光イメージングに

基づく細胞場の分子データ科学 

平成 30 年度 小松崎 民樹 
北海道大学・電子科学研究所・教

授 

A02 

公 

18H04539 

piRNA 産生場であるタンパク質

-RNA 凝集体 Nuage の形成機構

の解明  

平成 30 年度 

〜 

令和元年度 

佐藤 薫 東京大学・理学系研究科・助教 

A02 

公 

18H04551 

Rheo-NMR による夾雑環境と剪

断力がタンパク質の安定性に及

ぼす影響の解析  

平成 30 年度 

〜 

令和元年度 

菅瀬 謙治 京都大学・工学研究科・准教授 

A02 

公 

18H04552 

分子夾雑系におけるタンパク質

の動的挙動-揺らぎと反応ダイナ

ミクス  

平成 30 年度 

〜 

令和元年度 

中曽根 祐介 京都大学・理学研究科・助教 

A02 

公 

18H04565 

分子夾雑ガ引き起こす生命シス

テム動態転移の構成的な理解  

平成 30 年度 

〜 

令和元年 

藤原 慶 
慶應義塾大学・理工学部・専任講

師 

A02 

公 

18H04564 

分子夾雑環境におけるタンパク

質の金属イオン獲得メカニズム  

平成 30 年度 

〜 

令和元年 

古川 良明 慶應義塾大学・理工学部・准教授 
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A02 

公 

18H04558 

分子夾雑系におけるウイルスキ

ャプシド自己集合の物理化学  

平成 30 年度 

〜 

令和元年 

松浦 和則 
鳥取大学・学術研究院工学系・教

授 

A03 

公 

18H04566 

光熱変換色素を用いた分子夾雑

空間の温度制御システムの開発  

平成 30 年度 

〜 

令和元年 

新井 敏 
早稲田大学・理工学術院・研究院

講師 

A03 

公 

18H04534 

輸送分子夾雑系の再構築に基づ

くヒト血液脳関門の薬物輸送シ

ステムの解明 

平成 30 年度 

〜 

令和元年 

内田 康雄 東北大学・薬学研究科・講師 

A03 

公 

18H04555 

蛍光超遠心分析法による分子夾

雑環境中での定量的相互作用解

析  

平成 30 年度 

〜 

令和元年 

内山 進 大阪大学・工学研究科・教授 

A03 

公 

18H04554 

ナノ体積液体を駆使した極致イ

メージング質量分析法による分

子夾雑情報の可視化  

平成 30 年度 

〜 

令和元年 

大塚 洋一 大阪大学・理学研究科・助教 

A03 

公 

18H04545 

酵素活性に着目した分子夾雑系

定量法の開発 

平成 30 年度 

〜 

令和元年 

加地 範匡 九州大学大学院・工・教授 

A03 

公 

18H04541 

細胞夾雑系における脱凝集因子 

Hsp104 の特性解析と神経変性疾

患治療への応用 

平成 30 年度 

〜 

令和元年 

篠原 恭介 
東京農工大学・工学府・特任准教

授 

A03 

公 

18H04559 

トップダウンプロテオミクスに

よる分子夾雑環境におけるタン

パク質分子の構造解析  

平成 30 年度 

〜 

令和元年 

武森信曉 
愛媛大学・先端研究・学術推進機

構 講師 

A01 

公 

20H04695 

マウス個体内に発現する細胞膜

リセプターの近赤外光操作技術

の開発と展開研究 

令和 2 年度 

〜 

令和 3 年度 

小澤 岳昌 東京大学・理学系研究科・教授 

A01 

公 

20H04716 

新規ケモジェネティクス法によ

る脳内記憶・学習回路の制御と理

解  

令和 2 年度 

〜 

令和 3 年度 

掛川 渉 慶應義塾大学・医学部・准教授 

A01 

公 

20H04703 

細胞夾雑系における生理活性蛍

光リガンドを用いた標的分子の

結合様式解析 

令和 2 年度 

〜 

令和 3 年度 

北 将樹 
名古屋大学・生命農学研究科・教

授 

A01 

公 

20H04718 

夾雑脂質膜環境における金属ハ

イブリッドチャネル分子の動作

機序の解明 

令和 2 年度 

〜 

令和 3 年度 

越山 友美 立命館大学・生命科学部・准教授  
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A01 

公 

20H04694 

細胞内代謝過程の摂動による生

命現象の理解と制御 

令和 2 年度 

〜 

令和 3 年度 

小松 徹 東京大学・薬学研・特任助教  

A01 

公 

20H04700 

組織夾雑系を可視化する特異的

ケミカルプローブの開発戦略 

令和 2 年度 

〜 

令和 3 年度 

田井中 一貴 新潟大学・脳研究所・教授 

A01 

公 

20H04706 (廃止) 

細胞内オルガネラ膜結合分子の

拡張とｉｎ ｖｉｖｏ展開  

令和 2 年度 

〜 

令和 3 年度 

築地 真也 名古屋工業大学・工学系研・教授 

A01 

公 

20H04699 

細胞内タンパク質－タンパク質

相互作用解析を可能とする光ラ

ベル化技術の開発 

令和 2 年度 

〜 

令和 3 年度 

中村 浩之 
東京工業大学・科学技術創成研究

院・教授 

A01 

公 

20H04704 

生体分子夾雑系で機能するＤ体

人工抗体の開発 

令和 2 年度 

〜 

令和 3 年度 

林 剛介 名古屋大学・工学系研・准教授 

A01 

公 

20H04707 

生体膜の曲率・脂質パッキング状

態変化を誘起する機能性ペプチ

ドと展開 

令和 2 年度 

〜 

令和 3 年度 

二木 史朗 京都大学・化学研究所・教授  

A01 

公 

20H04709 (廃止) 

合成生物学的手法による細胞表

層糖鎖の形成する分子夾雑の解

析と制御 

令和 2 年度 

〜 

令和 3 年度 

真鍋 良幸 大阪大学・理学系研・助教 

A01 

公 

20H04711 

ガン細胞内酵素をトリガーとす

る自己組織化を利用した選択的

抗ガン活性 

令和 2 年度 

〜 

令和 3 年度 

丸山 達生 神戸大学・工学系研・教授 

A02 

公 

20H04688 (廃止) 

分子夾雑環境における酸化的フ

ォールディングのモニタリング

法の開発  

令和 2 年度 

〜 

令和 3 年度 

奥村 正樹 
東北大学・学際科学フロンティア

研究所・助教 

A02 

公 

20H04689 

水のラマンイメージングによる

細胞内夾雑環境の定量評価とそ

の応用  

令和 2 年度 

〜 

令和 3 年度 

梶本 真司 東北大学・薬学研・准教授 

A02 

公 

20H04719 

分子夾雑と生物時計 

令和 2 年度 

〜 

令和 3 年度 

北原 亮 立命館大学・薬学部・教授 

A02 

公 

20H04686 

回転拡散測定による細胞内微環

境とタンパク質相互作用の関連

解析研究 

令和 2 年度 

〜 

令和 3 年度 

金城 政孝 北海道大学・先端生命・教授 
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A02 

公 

20H04696 

線虫Ｃ．エレガンスにおける凝集

タンパク質および分子夾雑場の

Ｘ線１分子観察 

令和 2 年度 

〜 

令和 3 年度 

倉持 昌弘 茨城大学・理工学研・ 助教 

A02 

公 

20H04722 

分子夾雑環境下におけるタンパ

ク質と薬物の動的相互作用解析 

令和 2 年度 

〜 

令和 3 年度 

竹内 恒 東京大学・薬学研・教授 

A02 

公 

20H04720 (廃止) 

分子夾雑系におけるタンパク質

凝集の制御 

令和 2 年度 

〜 

令和 3 年度 

田中 元雅 
理化学研究所脳神経科学研究セ

ンター 

A02 

公 

20H04708 

夾雑微小空間におけるタンパク

質の動的挙動－揺らぎ・反応・局

在化と機能－ 

令和 2 年度 

〜 

令和 3 年度 

中曽根 祐介 京都大学・理学研究科・助教 

A02 

公 

20H04693 (廃止) 

試験管内と細胞内での蛋白質の

活性の違いを定量するインセル

ＮＭＲ法の開発 

令和 2 年度 

〜 

令和 3 年度 

西田 紀貴 千葉大学・薬学研・教授 

A02 

公 

20H04717 

細胞サイズ空間特異的な分子夾

雑効果の理解 

令和 2 年度 

〜 

令和 3 年度 

藤原 慶 
慶應義塾大学・理工学部・専任講

師  

A02 

公 

20H04712 

分子夾雑系でのタンパク質提示

人工ウイルスキャプシドの自己

集合と核酸内包挙動の解析 

令和 2 年度 

〜 

令和 3 年度 

松浦 和則 鳥取大学・工学系研・教授 

A02 

公 

20H04721 

１分子ＦＬＩＭで明かす神経軸

索輸送システムの分子基盤 

令和 2 年度 

〜 

令和 3 年度 

毛利 一成  理化学研究所 BDR・研究員 

A03 

公 

20H04702 

分子夾雑空間の熱力学エンジニ

アリング 

令和 2 年度 

〜 

令和 3 年度 

新井 敏 
金沢大学ナノ生命科学研究所・准

教授 

A03 

公 

20H04690 

癌細胞の分子夾雑環境の再構築

に基づく難治癌の個別化薬物療

法の診断基盤の構築 

令和 2 年度 

〜 

令和 3 年度 

内田 康雄 東北大学・薬学研究科・講師 

A03 

公 

20H04710 

極致イメージング質量分析法に

よる多次元分子夾雑情報の把握   

令和 2 年度 

〜 

令和 3 年度 

大塚 洋一 大阪大学・理学研究科・准教授 

A03 

公 

20H04714 

細胞核・細胞質内分子夾雑系定量

評価法の開発 

令和 2 年度 

〜 

令和 3 年度 

加地 範匡 九州大学大学院・工・教授 

A03 

公 

20H04692 

分子夾雑下における生体分子検

出法の構築 

令和 2 年度 

〜 

令和 3 年度 

神谷 厚輝 群馬大学・理工学府・助教 
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A03 

公 

20H04705 

神経筋組織チップによる生体夾

雑系の再構築と疾患創薬研究へ

の応用 

令和 2 年度 

〜 

令和 3 年度 

清水 一憲 名古屋大学・工学系研・准教授 

A03 

公 

20H04713 

分子夾雑環境におけるプロテオ

フォーム動態のトップダウンプ

ロテオミクス解析 

令和 2 年度〜 

令和 3 年度 
武森 信曉 

愛媛大学・先端研究・学術推進機

構 講師 

A03 

公 

20H04691 

ナノサイズ分子夾雑環境の構築 

 

令和 2 年度 

〜 

令和 3 年度 

福山 真央 
東北大学・多元物質科学研究所・

助教 

A03 

公 

20H04687 

相分離構造体とプロリン異性化

の連携機構の解析と可視化ツー

ルの開発 

令和 2 年度 

〜 

令和 3 年度 

米田 宏 北海道大学・薬学研・講師 

A03 

公 

20H04698 

分子夾雑環境で機能するマイク

ロＲＮＡ応答型リキッドバイオ

プシー 

令和 2 年度 

〜 

令和 3 年度 

森廣 邦彦 東京大学・工学系研・助教 

公募研究 計６６件(廃止を含む) 

[1] 総：総括班、国：国際活動支援班、計：総括班以外の計画研究、公：公募研究 
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研究領域全体に係る事項 

３ 交付決定額 

年度 合計 直接経費 間接経費 

平成 29年度 319,670,000円 245,900,000円 73,770,000円 

平成 30年度 302,315,000円 232,550,000円 69,765,000円 

令和元年度 302,445,000円 232,650,000円 69,795,000円 

令和 2年度 311,545,000円 239,650,000円 71,895,000円 

令和 3年度 311,545,000円 239,650,000円 71,895,000円 

合計 1,547,520,000円 1,190,400,000円 357,120,000円 
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４ 研究領域の目的及び概要 

(１)領域研究の学術的背景と全体構想 

 本領域研究の目的は、細胞や組織など分子夾雑な環境で生体分子の解析や制御を可能とする機能性分

子の合理的な設計指針を確立し、これを基軸として創薬や生体イメージング基盤の革新を実現し、新し

い疾病診断法や治療法の創出に繋がる新しい学術領域を形成することにある。 

 これまで、タンパク質、核酸、脂質などの生体分子の構造・機能解析は、もっぱら、少数の精製され

た分子だけを含む希釈な試験管内で行われきた。また、これらのイメージングや機能制御を可能とする

人工分子の設計や評価も同様な希釈少数分子系で行われてきた。このため、合成された分子の大多数は、

実際の細胞系や、さらに複雑な生体システムでは上手く機能せず、多くの試行錯誤を繰り返さざるを得

なかった。これは、多様な生体分子が高濃度で混在する細胞における分子の振る舞いが、人工的な試験

管内環境とは大きく異なっているためである。従来からの試行錯誤の壁を乗り越えるためには、分子夾

雑とも呼ぶべき細胞内や組織環境での個々の分子の振る舞いを理論・物理化学的に正確に理解して記述

し、それを基盤として真に有用な生体機能分子を合理的に設計合成し、これらを用いてさらに生体夾雑

系の理解を進化させるとともに、医療診断や薬剤設計へと展望できる「分子夾雑」の化学の基盤構築と

発展が必要不可欠であるという認識のもと、本領域研究の設立に至った。 

 

 生命の基本単位である細胞は、数万種類以上の様々なサイズや物性の異なった多種多様な生体分子が

混在する多成分系である。生命の誕生以来、タンパク質や核酸などの個々の生体分子は、この分子夾雑

な細胞環境の中で、その機能や構造を最適化してきた。すなわち、生細胞の分子夾雑環境は、生体分子

の機能や構造を決定づける極めて重要な因子であると考えられる。しかしながら、このような特殊な細

胞環境を物理化学的に理解し、その解釈に基づいて生体分子の機能•構造解析し、それらの機能制御を

可能とする細胞夾雑の生命化学研究は、これまで極めて未成熟な段階に止まっていた。以上の背景から

本領域研究では、以下の三つの項目を軸とした異分野融合型の新しい化学領域 “分子夾雑の生命化学”

の創成を目指して、総合的な生命化学研究の展開を目指した。 

 

研究項目 1：分子夾雑の合成化学-生体分子を機能解析する人工分子の創成 (A01 班) 

研究項目 2：分子夾雑の理論・物理化学-細胞場の定量解析技術の創成 (A02 班) 

研究項目 3：分子夾雑の分析・応用化学-細胞場の化学を取り入れたバイオデバイスの創成 (A03 班) 
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 本領域は、合成化学としての A01 班、理論•物理化学としての

A02 班、分析•応用化学としての A03 班により構成されている。

先に述べたように領域研究では、これまで精製された理想溶液

系で行われてきた生命化学研究を細胞夾雑環境へと場を移し、

分子夾雑状態にある場でこそ機能する生体分子システムの本質

を化学的手法により理解し、それに基づいて、医療診断、一細

胞解析などを可能とするデバイス技術の開発を行うことで、生

命化学研究の新時代を切り開くことを目指す。すなわち本領域

は、細胞の分子夾雑性に焦点をあて、幅広い化学研究分野を取

り込み、生命機能の理解を目指す新興•融合領域の創生を目指す

学術研究グループである。 

(２)本領域の重要性ならびに発展性 

 生きた細胞そのものを解析対象として、化学的手法を駆使して生命システムを解明しようとする生命

化学研究は、近年のケミカルバイオロジーの発展に伴って、世界各国の研究者が精力的な研究を展開し

ている状況にある。たとえば米国は、ケミカルバイオロジーをバイオインフォマティクスや構造生物学

などとともにNIHの将来戦略５本柱の１つとして推進し、過去10年以上にわたり世界を先導してきた。

この流れは、2013 年からオバマ政権主導のもとに 10 年計画で開始された BRAIN イニシアティブにお

いて引き継がれ、分子夾雑システムである脳を対象としたケミカルバイオロジーを含むライフサイエン

ス研究が、精力的に展開されている。日本を含めたアジア諸国やヨーロッパ各国においても、アメリカ

の動きに追従する形で過去 10 年にわたりケミカルゲノミクスセンターや脳研究プロジェクトなどを立

ち上げ、近年では特にスーパーコンピューターや AI 技術を取り入れつつ研究資金と人材とを投入して

きた。この潮流の中で、現状における日本の生命化学研究、ケミカルバイオジー研究の国際的地位は、

米国をトップとしてドイツ、イギリスなどの欧州の国々と比肩するレベルにあるといえる。しかし、我

が国のこれら研究分野に対する政策的取り組みは世界的にみても中レベルであり、近年の国際競争の激

化の中で、我が国の優位性は近年しだいに失われつつある。特に中国やシンガポールに代表されるアジ

ア諸国におけるケミカルバイオジー研究の学術レベルの向上は近年著しく、研究レベルや研究者人口の

点において、すでに我が国を追い抜きつつある。この現状を改善し、本分野における国際競争力を高め、

将来にわたって我が国の高い地位を確保していくためには、我が国の生命化学研究の人材を一つに集結

させることが重要である。本領域では、ケミカルバイオロジー、生命物理化学、ナノバイオサイエンス

などの異なる研究分野を統合して一つの学術クラスターを形成し、各々の最先端研究を融合させた新し

い生命化学のフロンティア構築を目指した研究を展開した。 

 これまでに生命化学研究は、生物学研究を化学の観点から支える基礎学問として主に発展してきた。

しかし、近年のライフサイエンス研究の進展に伴い、生命化学研究から得られる新たな知見が、、創薬、

医療診断デバイスなどの産業応用に直結する知のシーズ(知的財産)としての付加価値を増す状況にある。

2015 年に我が国に設立された AMED は、それを象徴するものであり、この流れは将来にわたって加速

していくことは明らかである。このような背景から、本領域では基礎学問としての分子夾雑の理解と共

に、将来のライフサイエンス応用を見据えた研究研究をも包含する広範囲の研究展開を目指した。以上

の事から本領域で展開される分子夾雑化学は、将来の我が国のライフサイエンス産業の発展、高いレベ

ルの国際競争力の維持につながる重要な学術基盤となり得る。 
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５ 研究目的の達成度及び主な成果 
【領域設定期間内に何をどこまで明らかにしようとし、どの程度達成できたか】 
A01 班(分子夾雑の合成化学) 

研究目標：A01 班では、生きた細胞や組織中でタンパク質の構造ダイナミクスの可視化や制御を可能と

する新しい人工プローブやケミカルツールを開発することを目指した。これらのツールを駆使するケミ

カルバイオロジー研究を進歩させ、これまで未知である細胞夾雑環境におけるタンパク質等の生体分子

機能を解き明かす研究を展開した。一方で、生体機能の制御を目指して、細胞夾雑環境で機能するドラ

ッグデザインに関する新たな指針を得ることにより創薬研究の進展に貢献することを目指した。また、

植物のケミカルバイオロジー研究の確立を目指して、分子プローブを用いたライブイメージングや阻害

剤スクリーニングにより、植物機能を解析・制御する人工分子を見出す事を目指した。 

浜地計画班では、分子夾雑環境での有機化学の開拓を目指す当初の計画に沿って、細胞内で機能する

新しい有機化学反応の探索を行い、その反応特性 (反応速度論、官能基選択性) を明らかにする研究を

実施した。具体的には、(1) 新規リガンド指向性化学の開発と受容体タンパク質のラベル化やコバレン

トインヒビターへの応用 (Nat. Commun. 2023, Nat. Commun. 2022, Nat. Commun. 2021, Nat. Commun. 

2019, J. Am. Chem. Soc. 2021, Nat. Commun. 2018, Nat. Commun. 2017、他 15 報)、(2) 細胞内環境や細胞

内オルガネラ特異的に生体分子(タンパク質、脂質など)をラベル化可能な新反応系の開発と動態イメー

ジング解析への適用(Cell Metabolism 2023, Nat. Chem. Biol. 2020, J. Am. Chem. Soc. 2020, 他 5 報)を行

った。加えて、(3) 多成分複合型超分子自己集合体の利用により分子夾雑系を生体模倣的かつ人工的に

デザインし構築し、超解像共焦点顕微鏡を用いてその場観察する技術や方法論の開発を行い、光照射制

御による人工超分子材料上での非平衡パターン形成、タンパク質応答型タンパク質除法システムの開発

など、多くの成果を挙げることができた(J. Am. Chem. Soc. 2021, Nat. Commun. 2020, Nat. Commun. 

2020, Nat. Commun. 2020, Nat. Nanotechnol. 2018、他 6 報)。以上のように浜地らは、従来からの課題で

ある分子夾雑環境で機能する有機化学手法や人工分子のデザインについて、複数の新たな指針を提示す

る成果を得た。 

 王子田計画班では、創薬有機化学の確立を目指す当初の計画に沿って、(1) ガンならびに感染症を標

的とした CFA 基を有するコバレントドラッグの開発、(2) コバレントドラッグに適した新しい反応基の

探索と創薬応用についての研究を実施した。(1) の研究においては、A01 浜地班との共同研究により α-

クロロフルオロアセタミド(CFA)基を有するキナーゼ阻害剤の開発を進めた(Nature Chemical Biology 

2019, ACS Med Chem Lett 2020)。本研究では、コバレントドラッグの細胞内での反応性を網羅的に評価

するケミカルプロテオミクス解析を取り入れた。また、感染症に関するコバレントドラッグ開発につい

ては、COVID-19 のメインプロテアーゼ阻害剤の開発を進め、極めて高活性な阻害剤を得ることに成功

した(Chem Sci 2022, 特願 2022)。 (2)については、ビシクロブタン(BCB)の反応化学について検討を進

めコバレントドラッグの反応基として有用であることを明らかとした(JACS 2020) 

 萩原計画班では、植物機能の理解と制御法の確立を目指す当初の計画に沿って、(1) 植物オーキシン

受容体の応答解析、(2) 植物ストリゴラクトン受容体の機能制御について研究を実施した。(1)の研究に

おいては、Bump-Hole 法によりオーキシン受容体にアミノ酸変異を加えることで特殊な人工オーキシン

のみに応答する植物を作成できた(Nature Chemical Biology 2018 他２報)。この人工オーキシンと受容体

のペアは、標的タンパク質を選択的に分解する手法へ応用可能で、培養細胞や植物個体で有用性の実証

に成功した(Nucleic Acids Res 2020)。また、サイトカイニンやジベレリンなど、オーキシン以外の植物

ホルモンについても Bump-Hole ペアの開発に成功している。 (2) の研究においては、ストリゴラクト

ン受容体に結合して有害植物ストライガの発芽制御や通常植物の枝分かれ促進効果を有する人工分子

の開発を行い、いずれも高活性な化合物を得ることに成功した(ACS Central Science 2018)。これらの植
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物ケミカルバイロジーの成果は、食糧問題という医薬に匹敵する重要課題に対する答えを導き出すこと

から、社会的に重要な意義を持つ。 

 

A02 班(分子夾雑の理論・物理化学) 

研究目標：A02 班では、細胞や細胞内小器官の分子環境を、物理化学的パラメーターに基づいて定量的

に解析するとともに、分子夾雑環境における核酸やタンパク質の物性・構造・機能の定量的解釈の達成

を目指した。具体的には、アミロイドの生体環境中における構造や凝集機構を解明し、アルツハイマー

をはじめとするタンパク質凝集病の発生機序や診断法を提案することを目標とした。また、生体夾雑環

境下での生体分子の挙動を解析できる計算シミュレーション法を確立する事を目指した。実験系と計算

系の結果を比較検討することで、細胞機能と夾雑環境の関係性を世界に先駆けて提示する事を目標とす

る研究を進めた。 

 杉本計画班では、分子夾雑環境を生命物理化学の観点から理解する当初の計画に沿って(1)細胞内夾雑

環境を物理化学的に解釈するための細胞模倣実験系の構築、(2) 生体分子の定量的機能−環境定量相関

(QFER)の解明を目指す研究に取り組んだ。(1) については、細胞小器官内部の分子環境を模倣した実験

系を構築し、核酸の構造や機能を熱力学的・速度論的手法によって解析した。その結果、細胞夾雑環境

が核酸の安定性や高次構造に与える影響について新しい知見を得た(Proc. Natl. Acad. Sci. U. S. A. 2017, 

Nucleic Acids Res. 2020, Proc. Natl. Acad. Sci. USA. 2020, Chem. Commun. 2021 等)。(2)の QFER の解明

については、分子夾雑環境が核酸構造と遺伝子発現に及ぼす影響について解析を行い、がんなどの疾患

遺伝子中の四重らせん構造のトポロジー変化や安定性について新たな知見を得た (Proc. Natl. Acad. Sci. 

U. S. A. 2017, J. Am. Chem. Soc. 2018, Nat Struct Mol Biol., 2018 等)。また、QFER の情報を活用し、小分

子や人工核酸などで、がん細胞中の四重らせん構造を安定化(または解離)し、特定のがん遺伝子の発現

を抑制できる新しい技術の開発に成功した(J. Am. Chem. Soc. 2018, Nature Commum. 2018, J. Am. 

Chem. Soc. 2021, J. Am. Chem. Soc. 2022 等)。以上のように杉本班では、分子夾雑環境が生体分子の機能

に与える役割について複数の新たな知見を見出す成果を得た。 

 後藤計画班では、細胞夾雑系における蛋白質の異常凝集の原理と制御を目指す当初の計画に沿って(1)

試験管内夾雑モデルにおける凝集機構、(2)アミロイド線維とアモルファス凝集の競争的形成、(3)生体

夾雑系におけるアミロイド形成の解明に取り組んだ。(1)については、透析アミロドーシスの原因となる

β2 ミクログロブリン(β2M)を用いて夾雑系モデルを構築した(Biochemistry 2018, 2019)。可逆的な熱変性

(アンフィンゼンのドグマ)とアミロイド形成の関係を定式化すると共に一般性を検証した(J. Biol. 

Chem. 2018, 2019; Commun. Biol. 2021)。さまざまな添加剤の効果を明らかにした(Proc. Natl. Acad. Sci. 

U. S. A. 2019; J. Biol. Chem. 2019, 2021; Langmuir 2020; Protein Sci. 2021)。(2)については、β2M や αSN

を用いて、高温でアミロイドが効率的に形成されることを明らかにし、その機構を解析した(J. Biol. 

Chem. 2018; Proc. Natl. Acad. Sci. U. S. A. 2019)。(3)については、β2M のアミロイド形成を、透析患者の

血清を用いて調べた(Nature Commun. under revision; BioRXive: doi.org/10.1101/2022.02.01.478730)。血

清は夾雑系効果によってアミロイド形成を抑制したが、透析患者においては抑制効果が低下することを

明らかにした。 

 田中計画班では、計算生物学の立場から分子夾雑系の役割の解釈を目指す当初の計画に沿って、水溶

液中の ATP によるタンパク質凝集の非特異的抑制の微視的メカニズムについて、アミロイド β42(Aβ42)

タンパク質をモデルとして検証した(J. Phys. Chem. B 2019)。また Aβ42凝集体が一定のサイズになると

解離経路の一部が抑制されて凝集体の形成が促進されうることを明らかにした(Proteins 2022)。一方、

生体内分子夾雑系において、化学反応による分子種の変化の効果を定量的に記述する手法(Phys. Chem. 

Chem. Phys. 2021)、多量体生体分子複合体が解体する順序を高精度で予測する手法(ACS Omega, 2021, 

Phys. Chem. Chem. Phys. 2022)を開発した。これらは分子夾雑系で同時多発的に進行する複雑な反応と
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拡散をシミュレーションで検証するための有効な方法論となりうる。また、細胞温度生物学への応用を

念頭に置き、水を含む凝集系におけるナノスケールの温度緩和・熱伝導を定量的に記述する理論・シミ

ュレーション手法の開発も進めた(J. Chem. Phys. 2020, Molecules 2020)。 

 

A03 班(分子夾雑の分析・応用化学) 

研究目標：A03 班では、細胞場を人工的に再現するナノバイオデバイス工学に分子夾雑の要素を取り入

れた微小環境計測デバイスを開発し、生体試料中の極微量成分・相互作用・薬物を高感度かつ迅速に検

出することを目指した。特に生体試料中のがん細胞や細胞外小胞を解析できるデバイス開発と分子夾雑

に対する多成分解析と機械学習を結びつけることで疾患分子診断 新たながんマーカー診断や IoTセン

サー等の開発を目標として研究を進めた。一方で、分子夾雑の要素を取り入れた細胞融合デバイスを構

築して細胞内で起こっている生命システムを人工的に再現する合成生物学研究を展開した。 

 馬場計画班では、ナノバイオデバイスによる生体微量成分の分離分析を目指す当初の計画に沿って、

分子夾雑解析デバイスに関する研究を進め、 (1) がん微小環境計測ガラスデバイスの開発、(2) 分子夾

雑人工知能解析デバイスの開発を行った。研究項目(1)では、がん微少環境中の細胞外小胞や細胞を超高

速・高感度に単離・センシングできるデバイスを開発した(J. Am. Chem. Soc. 2017, ACS Nano, 2019 他 6

報)。研究項目(2)では、分子夾雑系であるがんオルガノイドを患者腫瘍細胞から再構築することに成功

するとともに、がんオルガノイドの分泌細胞外小胞と患者体液中から単離した細胞外小胞の超高性能解

析可能なナノバイオ AI デバイスを開発した(Science Advances 2017, Biosens. Biolec, 2021 他 2 報)。さら

に、体液中の SARS-CoV-2 等の超高速・超高感度解析とウイルス内ゲノム DNA の単一分子解析ナノバ

イオ AI デバイス開発 (Science Advances 2022, Small Methods, 2021 他 2 報)に成功した。以上のように馬

場班では、従来困難であった分子夾雑環境中にある微量生体成分を単離・解析できる複数の新しいナノ

バイオデバイスを開発する成果を得た。 

 田端計画班では合成生物学、分析化学的なアプローチを用いて細胞内夾雑環境の再構成と制御を目標

に研究を行った。まずは細胞内夾雑環境をマイクロチャンバーデバイスの中に再構成するための手法を

開発し、細胞質濃度とタンパク合成活性の間に相関がないことを見いだした(Scientific Reports 2018)。

また、マイクロチャンバーに再構成した細胞内夾雑環境を連続的に変化させることを目的とした溶液交

換系の開発し、1 分子のタンパク質や 1 粒子のウイルスに対して連続的に溶液交換を行ってその活性な

どを測定することに成功している(Analytical Chemistry 2021)。一方これら成果から派生して、マイクロ

チャンバーデバイスへの 1 分子封入における新しい封入方法の開発にも成功した(Lab on a chip 2022)。

さらに、油中液滴内に 200kb の DNA を封入し、DNA 複製を液滴内で生じさせることにも成功した(ACS 

Synthetic Biology 2021)。DNA のような高分子を微小空間内で増幅させ細胞内夾雑環境を変化させる手

法へとつながっている。また、A02 杉本班との共同研究として、in vitro タンパク質転写翻訳系である

pure system に対する分子夾雑環境模倣系の効果を明らかにすることが出来た(ACS Synthetic Biology 

2019)。 

夏目計画班では、脳腫瘍発症の新規メカニズムの解明とデバイス検出を目指す当初の計画に沿って、(1) 

細胞の夾雑環境下におけるスーパーエンハンサーDNA 配列の機能解明、(2) 脳腫瘍バイオマーカーの探

索とイメージングを目指す研究を実施した。研究項目(1)については、テモゾロミド(TMZ)が効かない膠

芽腫由来の複数の細胞系列において HDAC と相互作用する RET finger protein(RFP)の発現が有意に高く

なっていることを新たに発見した(Cell Reports 2019)。次世代シーケンサーを用いた解析により、RFP

阻害による TMZ 抵抗性改善のメカニズムを検証したところ、RFP 阻害により広範なヒストン修飾

(H3K27ac)の変化が起き、それに伴って近傍の遺伝子発現も変化していることが明らかとなった。研究

項目(2)については、A03 馬場班との共同研究により開発した ZnO ナノデバイスを用いて、尿中に含ま
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れる脳腫瘍由来 microRNA を網羅的に解析し、予後不良因子である脳腫瘍の早期診断の開発を行った

(ACS Appl Mater Interfaces. 2021)。 

【領域研究により得られた具体的な成果の例】 

A01 浜地計画班：オルガネラ膜特異的なリン脂質ラベル化法の開発とライブイメージングによるリン脂

質動態解析 Nature Chemical Biology 2020, 16, 1319–1323. 

浜地らは、生きた細胞内で、オルガネラ膜の主要

構成成分であるリン脂質 (ホスファチジルコリ

ン, PC) を選択的に蛍光標識し、細胞内での動き

をリアルタイムに可視化する新手法を開発した。

本研究グループは、オルガネラ特異的に局在する

クリック反応性試薬と代謝的 PC アジド化法を

組み合わせることで、特定のオルガネラに存在す

る PC を選択的に蛍光標識することに成功し、本

手法をオルガネラ間 PC 輸送のライブイメージ

ングを世界で初めて実現した。さらに、細胞内分解機構の一つであるオートファジー誘導下に出現する

膜の起源解明に本手法を適用することで、小胞体膜がオートファーゴソームに PC を供給する様子を生

細胞内で直接観察することに世界で初めて成功した。この成果は、未解明な点の多い細胞内脂質輸送機

構の解明に向けた大きなブレークスルーにつながると期待される。 

A01 萩原計画班：有機合成と合成生物学を駆使して植物ホルモンの作用をハイジャック(化学の力で見

つけた植物の運動の謎に迫る)Nature Chemical Biology, 2018, 14, 299-305.  

萩原らは、植物の主要ホルモンであるオーキシンによ

る生理現象の自在操作を可能とする人工ホルモンと受

容体の創出に世界で初めて成功した。オーキシンは、

植物の光屈性や重力屈性、根・茎・花の形成、イチゴ

やトマトを含む作物果実の成熟など重要なプロセスを

制御している。しかしながら、特定のオーキシン作用

だけを自在に操作制御することは不可能であった。今

回、研究グループは、bump-and-hole 法(凸凹法)という

分子設計技術を用いて、天然のオーキシン受容体には結合できない合成オーキシン類縁化合物(凸オー

キシン)および凸オーキシンのみに結合する改変受容体(凹受容体)を創出した。さらに、この人工ホルモ

ン・受容体ペアを用いて、進化論で有名なダーウィンが、オーキシンの存在を予言するきっかけとなっ

た植物の伸長生長について、その仕組みの一端を明らかとした。今回、創出した凸オーキシンは、自然

界の植物には作用をおよぼさないと考えられるため、凹受容体と組み合わせることで、特定の栽培植物

の組織・器官に的を絞った成長促進剤や、生態系を撹乱しない除草剤としての利用が期待される。 

A01 王子田計画班：抗がん剤の機能を高める新しいドラッグデザイン(化学反応で標的タンパク質を高

選択的に阻害)Nature Chemical Biology, 2019, 15, 250-258.《A01 浜地計画班と連携》 

王子田らは A01 浜地班との共同研究により、化学反応でタンパク質機能

を阻害するコバレントドラッグの新しい分子デザインを見出し、これを応

用して強い薬効と高い安全性を併せ持つ抗がん剤が開発できることを発

見した。本研究では、コバレントドラッグの非特異反応による副作用のリ

スクを軽減できる新しい α-クロロフルオロアセタミド(CFA)基を見出し、

これを抗がん剤開発に応用した。得られた抗がん剤は、細胞内の分子夾雑

環境で高選択的に標的タンパク質と反応して、その機能を特異的に阻害し

た。また、CFA 基が広い濃度範囲にわたって標的タンパク質に対する反応

特異性を維持すること、非特異反応が可逆的であることなどを見出した。
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本研究で開発された CFA 基を用いるコバレントドラッグデザインは、今後、様々な疾患を対象とした

創薬へ応用することが期待される。 

A02 杉本計画班：ヒトの染色体の四重らせん構造に結合し、がん細胞を撲滅する 

J. Am. Chem. Soc., 2021, 143, 16458.  

杉本らは、ヒト染色体 DNA 末端の四重らせん構造

に強く結合する分子の設計技術を開発した。がん細胞

では寿命を司る染色体 DNA 末端のテロメア領域が

異常に伸長されることで、不死化状態にあるため、テ

ロメアの伸長を抑える化合物の開発が、がんの薬剤開

発 として注目されている。本研究では、テロメア 

DNA が四重らせん構造を 形成することに着目し、そ

の四重らせんのトポロジーの違いに対応して強く結合

する分子を設計する手法を開発した。その結果、既存

のテロメア結合性化合物(TMPyP4)と比較して、100 倍以上の効率でテロメア DNA の複製を阻害する

化合物の開発できた。当該方法を発展させ、四重らせん構造に強力に結合する化合物を合理的に開発し、

がんを治療する新規薬剤の開発ができると期待される。 

A02 後藤計画班：過飽和によるアミロイド線維形成の抑制を解明―アミロイド病の予防に貢献する新概

念 Communications Biology, 2021, 4 , 1-10.  

後藤、茶谷らは、アミロイド線維の形成が過飽和によ

って制御されていることを明らかにした。アミロイド

線維は高齢化社会の深刻な問題であるアルツハイマー

病やパーキンソン病などアミロイド病の原因物質とし

て研究が進んでおり、クライオ電顕や固体 NMR など

の構造解析によって原子レベルの立体構造が明らかに

なってきている。他方、蛋白質がフォールディングし

て機能的な構造を形成するか(アンフィンセンのドグ

マ)、あるいはミスフォールディングしてアミロイド線

維を形成するかの分かれ目が、何によって決まっているのかは不明であった。本論文では、フォールデ

ィングとミスフォールディングが蛋白質の過飽和によって制御されていること、そして過飽和はアミロ

イド線維形成を抑制していることを明らかにした。「過飽和はアミロイド線維の形成を抑制する」とい

う新たな概念は、蛋白質の構造物性の理解を広げると共に、アミロイド病の予防や治療の発展に貢献す

ると期待できる。 

A02 田中計画班：多量体タンパク質解離経路の高精度予測手法の開発(巨大かつ不均一な生体分子複合

体の機能発現メカニズム解明に向けた新規手法)Phys. Chem. Chem. Phys., 2022, 24, 10575-10587. 

栗﨑と田中は、質量分析法などによる実験観測結

果と整合して多量体タンパク質の解離順序を予測

する分子シミュレーション手法を開発した。まず、

基本手法(hMC/MD 法)の提案とホモ多量体の解離順

序の予測に成功し(ACS Omega, 2021, 6, 4749)、さら

に本研究で、物理化学パラメーター(分子間の塩橋形

成数)を用いて解離サブユニットペア選択の重率に用いることで、ヘテロ多量体の解離順序を高精度

(85%以上)で予測できるように手法を汎用化した。転写制御因子のように、構成分子の動的な離合集散

が生体機能発現と密接にかかわることが知られているが、その動態観察は実験でも理論・シミュレーシ

ョンでも限定的な情報しか得られない。このような複雑な分子システムに対して、本手法を用いること
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で原子レベルの分子動態をシームレスに調べる事が可能となり、その物理化学的メカニズムの解明につ

ながると期待される。 

A03 馬場計画班：ウイルス検出・無害化ナノポ

アデバイス開発 Science Advances, 2022, 8, 

eabl7002.  

馬場らは、体液中から、SARS-CoV-2 等のウイ

ルスを 10 ミリ秒以内に超高感度検出できるナ

ノポアデバイス開発に成功するのみならず、ナノ熱電対温度計開発により、ナノポアによるウイルス検

出中の超微小空間の温度計測・制御に成功した。本デバイスにより、ウイルスを高感度検出しながら、

温度制御によりウイルス表面のタンパク質の変性による無害化を同時に実現できる世界初のナノポア

デバイスの開発に成功した。 

A03 田端計画班：無細胞タンパク質合成系における低分子クラウダーの効果 

ACS Synth. Biol. 2019, 8, 3, 557–567 

分子クラウディング効果は、細胞内夾雑環境にお

ける最も重要な効果の 1 つである。しかしながら

その機構は分子の混み合いという単純なもので

あるにもかかわらず、関わっている化学物質やタ

ンパク質、核酸の種類が膨大であるため、細胞内

夾雑環境の理解を妨げている。そこで、タンパク

質無細胞合成系のような単純なシステムに対して、最も単純なクラウダーの 1 つである TMAO とベタ

インのクラウディング効果の影響を調べた。様々なタンパク質の合成活性を向上させるだけでなく、フ

ォールディングやマチュレーションを促進するようなタンパク質もあった。さらに、37℃での反応より、

26℃での反応の方が効果が高いこともわかった。これらの結果は細胞における細胞内夾雑環境がタンパ

ク質の転写翻訳過程にどのような影響を与えているかを理解する一助となるであろう。 

A03 夏目計画班：尿中マイクロ RNAで「脳腫瘍」を早期発見 

ACS Appl Mater Interfaces. 2021 Apr 21;13(15):17316-17329. 

馬場計画班が開発したナノワイヤを用いて、尿から最も遠隔にあり、血液脳関

門が障壁となりえる脳腫瘍において脳腫瘍が診断できるかを検討した。脳腫瘍

119 例を探索コホート、検証コホート、希少脳腫瘍コホートの３群に分け、健

常者 100 例の尿中マイクロ RNA のプロファイリングを検討した。探索コホー

トで判定式を構築したあと、検証コホートでの感度、特異度はそれぞれ 1.00, 

0.97であり、希少脳腫瘍コホートにおいても脳腫瘍を正しく診断できた。また、

脳腫瘍患者の尿と摘出した脳腫瘍から放出されたマイクロ RNA は約７割一致

していた。これにより、最も診断が困難とされる脳腫瘍において、このナノワイヤ技術は有用であるこ

とが示された。 

A01 築地公募班：小分子や光に応答してタンパク質活性を隔離・放出する人工非膜オルガネラの開発 

J. Am. Chem. Soc., 2021, 143, 6434–6446.  

築地らは、細胞内で自己集合して相分離構造体を形成する人工

タンパク質を設計し、小分子や光に応答して標的タンパク質を

急速に隔離あるいは放出することのできる人工非膜オルガネラ

システムを開発した。これらの人工オルガネラは、標的タンパ

ク質の隔離(取り込み)によってその不活性化を、放出によって活

性化を誘導することができ、細胞運動や情報伝達に関与するシ

グナルタンパク質の活性を小分子の添加や光照射によって分オ

ーダーで制御できることが示された。タンパク質を人工非膜オルガネラに隔離することで不活性化する
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という戦略は、これまで有効な制御法のなかったタンパク質の活性制御を実現する新しい方法論を提供

するものであり、生命研究や合成生物学に貢献することが期待される。 

A01 小松公募班：生きたがん細胞の代謝を制御する薬剤の探索技術の開発と抗がん剤の新たな作用メカ

ニズムの解明 Cell Reports, 2021, 36, 109311. 

小松らは、がん細胞における特異な代謝活性の変化を蛍光シ

グナルによって可視化することを可能とする新たな方法論を

開発し、多くのがん細胞がエネルギー産生に利用する解糖系、

グルタミン代謝を制御する薬剤候補化合物の探索をおこなっ

た。細胞内の夾雑環境下で特定の代謝活性を検出することは

非常に困難な課題であったが、生きた細胞に特定の代謝物を

input として添加し、これが代謝された先に細胞外への放出量

が変化する output 代謝物を選択的に検出する coupled アッセ

イ系を開発することで、蛍光シグナルの増大により生きた細

胞における代謝活性を評価する仕組みを確立した。これを用

いて 1,200 種類の化合物ライブラリを用いてがん細胞の代謝

活性を制御する薬剤のスクリーニングをおこなった結果、抗

がん剤として用いられている regorafenibががん細胞のグルタミン代謝を顕著に抑制する活性を

有すること、その殺細胞能がグルタミン代謝阻害に大きく依存することを明らかにした。これ

は、本抗がん剤の効果を適切に

理解するための重要な知見を与

える成果であり、更なる薬剤ス

クリーニングを通じてより強力

な抗がん剤候補化合物の取得が

可能となることが強く期待され

る。 

A02 田中公募班：アミロイドの脱凝集メカニズムを解明 Nat. Chem. Biol., 2022, 18, 321-331. 

細胞内でアミロイドは脱凝集されて小さなシード(たね)となり、それが近隣の細胞に伝播する

ため、脱凝集機構の解明はアミロイドの細胞間伝播を理解する上で重要である。アミロイドの

脱凝集機構にはシャペロンタンパク質の関与が示唆されているものの、その詳細は不明であっ

た。田中らは、酵母プリオンタンパク質 Sup35 から形成した Sc4 アミロイドを用いて、アミロ

イドの脱凝集を試験管内で再現できる新規な再構成系を開発した。その結果、脱凝集には

Hsp104、Hsp70Ssa1、Hsp40 の三つのシャペロンタンパク質が必要であることを見出した。また、

アミロイドが実際に分断される部位において、Hsp104 が結合と解離を頻繁に繰り返すことがア

ミロイドの分断に重要であることを明らかにした。本成果は、神経変性疾患に対する新たな治

療法の開発に道を拓くものである。 

A03 加地公募班：細胞核・細胞質内分子夾雑系定量評価技術を開発 

Analytical Chemistry, 2021, 93, 14409-14416. 

加地らは、細胞内の分子クラウディング環境において、細胞質内と細胞

核内で分子密度に分布があることを、細胞の機械的強度の観点から計測

する技術を開発した。マイクロ流体デバイスにより細胞が変形するのに

要する時間をもとに細胞の機械的強度を求め、細胞核内の分子密度が細

胞質より高いことを明かとする知見を得るとともに、多能性の高い

HT29細胞のCD44やALDH発現プロファイルを併せて検証することで、

細胞の多能性を無標識・非破壊で計測できる新しい手法を確立した。 
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〜 (2018 年 10 月 12 日、A03 公募班 内山) 

22. がん細胞の増殖や転移を促進する NRAS を狙って破壊する「分子標的型光線力学治療法」を開発 (2018 年 10

月 3 日、A02 計画班 杉本、建石、三好) 

23. 細胞中でも使える分子連結法の開発に成功 (2018 年 5 月 22 日、A02 公募班 喜井) 

24. 細胞内の狙った天然タンパク質を迅速に化学修飾する分子技術を開発〜不可逆阻害剤開発のための新しい戦

略〜(2018 年 5 月 16 日、A01 計画班 浜地) 

25. 幹細胞ラベリング 用超低毒性量子ドット「 FluclairTM」試薬の開発 (2018 年 3 月 19 日、A03 計画班 馬場) 

26. 細胞夾雑系有機化学の開拓 (2018 年 3 月 1 日、A01 計画班 浜地) 

27. 有機化学と合成生物学を駆使して植物ホルモンの作用をハイジャック (2018 年 1 月 23 日、A01 計画班 萩原) 

28. タンパク質放出速度を制御できるスマート超分子ヒドロゲルを開発 (2018 年 1 月 10 日、A01 計画班 浜地) 

29. 尿中マイクロ RNA から「癌」を特定！ ( 2017 年 12 月 16 日、A03 計画班 馬場) 

30. DNA の四重らせん構造が遺伝子の複製を阻害する仕組みを解明 ( 2017 年 8 月 22 日、A02 計画班 杉本) 

31. クリックケミストリーにより細胞内脂質を超高速で解析～代謝異常の原因遺伝子を同定する技術開発に成功

～ (2023 年 3 月 14 日、A01 計画班 浜地、田村、土谷) 

32. ホルマリン漬けから着想した小分子可視化法～医薬品開発効率化につながる新たな戦略～ (2022 年 12 月 14 日、

A03 計画班 浜地、野中、美野) 

33. イオンを流すとナノポアが加熱！ ウイルスの検出と無害化を同時に行えるナノポアセンサ開発へ (2022 年 2

月 14 日、A03 計画班 馬場) 

34. 細胞への分子輸送を担う膜タンパク質を搭載した「エンベロープ型ウイルスレ プリカ」を人工的に創ること

に世界で初めて成功!  (2021 年 12 月 23 日、A02 公募班 松浦) 

35. 名古屋大学 馬場嘉信教授 紫綬褒章受章 (2021 年 11 月 4 日、A03 計画班 馬場) 

36. ヒトの染色体末端に強力に結合する分子の設計手法が開発された〜DNA 四重らせんを化学的に安定化し、がん

細胞を撲滅する〜 (2021 年 10 月 15 日、A02 計画班 杉本、建石) 

37. 細胞外小胞を簡便、迅速、高効率に分離・捕捉可能なナノ多孔質ガラスデバイスの開発に成功！～細胞外小胞

を利用した超早期がん診断に貢献～ (2021 年 9 月 16 日、A03 計画班 馬場) 

38. 分子夾雑環境においてエクソソームの性能を向上させる核酸―高分子ハイブリッドの修飾法 (2021 年 8 月 11

日、A02 計画班 杉本) 

39. 脳腫瘍を 1mL の尿で判定可能に！〜尿中のマイクロ RNA にて 99％の正確度で脳腫瘍を発見〜 (2021 年 4 月 1

日、A03 計画班 馬場) 

40. 生体組織の高精細マルチモーダルイメージングを実現 (2021 年 1 月 14 日、A03 公募班 大塚) 

41. 狙った細胞内小器官脂質の可視化に成功 －オートファゴソーム形成機構解明に貢献－ (2020年 9月 28日、A01

計画班 浜地) 

42. 身体の中のタンパク質の形態を一網打尽に調べる〜日米英の国際共同研究による新規プロテオフォーム解析

法の開発〜 (2020 年 9 月 25 日、A03 計画班 武森) 

43. 近赤外線免疫療法の次の標的はアスベスト肺がん (2020 年 5 月 20 日、A03 計画班 馬場) 

44. 悪性中皮腫を光で破壊！〜新たな近赤外光線免疫療法の応用 (2020 年 4 月 24 日、A03 計画班 馬場)  

45. 小細胞肺がんを光で破壊！ 〜新たな近赤外光線免疫療法の応用 (2020 年 1 月 31 日、A03 計画班 馬場) 

46. 孤発性の筋萎縮性側索硬化症において極めて毒性の高い SOD1 タンパク質を発見 －神経難病の治療法開発に

向けた新たなターゲットとして期待 (2019 年 11 月 20 日、A02 公募班 古川) 

47. ナノスケールのワイヤを使い１ミリリットルの尿でがん検査 (2019 年 12 月 18 日、A03 計画班 馬場) 

48. 細胞分裂面を決める波を人工細胞内で安定的に発生させる条件の解明－自律的に分裂可能な人工細胞の構築

に向けた成果－ (2019 年 7 月 29 日、A02 公募班 藤原) 
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49. ポリリン酸が引き起こす蛋白質異常凝集体の形成機構を解明 (2019 年 6 月 10 日、A02 計画班 後藤) 

50. 抗がん剤の機能を高める新しいドラッグデザイン(化学反応で標的タンパク質を高選択的に機能阻害)を開発

(2019 年 1 月 15 日、A01 計画班 王子田、浜地、小野、進藤) 

51. Wnt タンパク質複合体の凝集と解離が情報の拡散範囲を規定する〜細胞の社会の中で情報が拡散するためには

〜 (2018 年 10 月 12 日、A03 公募班 内山) 

52. がん細胞の増殖や転移を促進する NRAS を狙って破壊する「分子標的型光線力学治療法」を開発 (2018 年 10

月 3 日、A02 計画班 杉本、建石、三好) 

53. 細胞中でも使える分子連結法の開発に成功 (2018 年 5 月 22 日、A02 公募班 喜井) 

54. 細胞内の狙った天然タンパク質を迅速に化学修飾する分子技術を開発〜不可逆阻害剤開発のための新しい戦

略〜(2018 年 5 月 16 日、A01 計画班 浜地) 

55. 幹細胞ラベリング 用超低毒性量子ドット「 FluclairTM」試薬の開発 (2018 年 3 月 19 日、A03 計画班 馬場) 

56. 細胞夾雑系有機化学の開拓 (2018 年 3 月 1 日、A01 計画班 浜地) 

57. 有機化学と合成生物学を駆使して植物ホルモンの作用をハイジャック (2018 年 1 月 23 日、A01 計画班 萩原) 

58. タンパク質放出速度を制御できるスマート超分子ヒドロゲルを開発 (2018 年 1 月 10 日、A01 計画班 浜地) 

59. 尿中マイクロ RNA から「癌」を特定！ ( 2017 年 12 月 16 日、A03 計画班 馬場) 

60. DNA の四重らせん構造が遺伝子の複製を阻害する仕組みを解明 ( 2017 年 8 月 22 日、A02 計画班 杉本) 

《主催学会》(その他に領域会議を７回開催) 

1. 「分子夾雑の生命化学」成果取りまとめ公開シンポジウム (2022 年 9 月 16-17 日、参加人数 45 名) 

2. 第２回分子夾雑化学国際会議(CMCB 2022): オンライン開催 (2022 年 1 月 26-27 日、参加人数 70 名) 

3. 「分子夾雑の生命化学」関西シンポジウム：ハイブリッド開催 (2021 年 12 月 21 日、参加人数 54 名) 

4. 「分子夾雑」・「生命金属」・「シンギュラリティ」合同シンポジウム: ハイブリッド開催 (2021 年 11 月 22-23 日、

参加人数 118 名) 

5. 「分子夾雑の生命化学」第 2 回 CIBIC ワークショップ: オンライン開催 (2021 年 1 月 28 日、参加人数 40 名) 

6. 「分子夾雑の生命化学」第 1 回東海シンポジウム：ハイブリッド開催 (2020 年 10 月 26 日) 

7. 「分子夾雑の生命化学」第 2 回関西地区シンポジウム (2019 年 12 月 17 日。、参加人数 43 名) 

8. 新学術領域研究「分子夾雑の生命化学」第 2 回関東地区シンポジウム (2019 年 10 月 16 日、参加人数 70 名) 

9. 「分子夾雑の生命化学」第 1 回関東シンポジウム (2018 年 12 月 7 日、参加人数 44 名) 

10. 「分子夾雑の生命化学」「反応集積化が導く中分子戦略」ジョイントシンポジウム (2018 年 9 月 8 日、参加人

数 89 名) 

11. 第１回分子夾雑化学国際会議 (CMCB2017) (2018 年 12 月 12-13 日、参加人数 50 名) 

12. 分子夾雑の生命化学 第一回公開シンポジウム(2017 年 9 月 6 日、参加人数 90 名) 

 

《アウトリーチ活動等》 

1. 招待講演 合計 462 件 (領域全体の合計) 

A01 浜地計画班 

1. Itaru Hamachi, Chemical modification of native proteins in live systems and beyond,ACS Spring 2022 Meeting (on line 

/ U.S.A.) 2022.3.22 

2. ZHU Hao, ROS conditional proteomics for identification of H2O2-rich subcellular compartments, フリーラジカルス

クール 2021 (オンライン) 2022.3.14 

3. Ryou Kubota, Imaging and Function of Self-sorted Supramolecular Double-networkHydrogels, The 3rd CSLT-CSJ Joint 

Symposium 2022 (on line / TAIWAN) 2022.3.12 

4. Itaru Hamachi, Chemical labeling of neurotransmitter receptors in live cell and brain,CMCB2022 (on line / JAPAN) 

2022.1.27 
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5. 野中 洋, 生きたマウス脳内で機能するニューロ分子技術の開発と蛍光バイオイメージング, 近畿化学協会

機能性色素部会第 105 回例会（オンライン）2022.1.25 

6. Tomonori Tamura, Organelle-selective labeling and imaging of choline-containing phospholipids, Pacifichem2021 (on 

line / U.S.A.) 2022.12.20 

7. Itaru Hamachi, Ligand-directed chemistry for endogenous protein modification, Pacifichem2021 (on line / U.S.A.) 

2022.12.17 

8. 田村 朋則, タンパク質/脂質の in situ 化学修飾, 東京大学化学生命工学専攻 2021 年度談話会（オンライン）

2021.12.11 

9. 窪田 亮, 生命から着想した超分子化学：多成分系と非平衡散逸系, 第 6 回有機若手ワークショップ（オンラ

イン）2021.11.16 

10. 土谷 正樹, オルガネラ選択的脂質ラベル化法を用いた脂質動態観察と遺伝子探索, 第 4 回 Organelle zone 

seminar（オンライン）2021.11.12 

11. Tomonori Tamura, Ligand-directed NASA chemistry for rapid protein labeling and covalent inhibition, ICBS 

2021:Looking towards the next decade of chemical biology (on line / U.S.A.) 2021.11.12 

12. 野中 洋, 生物個体での生体分子解析を目指した分子技術への挑戦, 第 52 回 構造有機化学若手の会 夏の学

校（オンライン）2021.8.6 

13. 窪田 亮, 刺激応答性超分子ファイバーによるCell-inspired非平衡パターニング, 第 5回ABC-InFO講演会（オ

ンライン）2021.7.30 

14. 窪田 亮, セルインスパイアード超分子マテリアルの可視化と機能開拓／Visualization and Functional 

Development of Cell-inspired Supramolecular Materials, 日本化学会 第 101 春季年会（オンライン）2021.3.19–22 

15. 浜地 格, 分子夾雑の化学で生命現象に挑む, 第 21 回東北大学多元物質科学研究所研究発表会（東北大学 片

平さくらホール）2021.12.9 

16. 浜地 格, 脳内有機化学の試み, 学術変革領域(B)脳分子探査キックオフシンポジウム（オンライン）2021.12.1 

17. 浜地 格, 分子夾雑の生命化学が目指すもの, 3 新学術領域合同シンポジウム（オンライン）2021.11.22 

18. 浜地 格, 合成プローブで、生体系でのタンパク質機能を探る, 第 35 回農薬デザイン研究会（オンライン）

2021.11.12 

19. 浜地 格, 金属イオン応答性タンパク質ラベル化剤の開発と Chemical biology, 第 32 回日本微量元素学会学術

集会（オンライン）2021.10.15 

20. 浜地 格, 細胞分子夾雑系の有機化学, 第 15 回分子科学討論会（オンライン）2021.9.18 

21. 浜地 格, 分子夾雑な生体系の化学を目指して, 生体機能関連化学部会 若手の会 第 32 回 サマースクール

（オンライン）2021.7.16 

22. 浜地 格, ケミカルラベルで細胞を覗く分子技術／Molecular technology relied on chemical labeling for unveiling 

cellular events, 第 73 回日本細胞生物学会大会（オンライン）2021.6.30 

23. Itaru Hamachi, Design of stimuli-responsive short peptide fibers, EMBO Workshop: Designing functional biomolecular 

assemblies: Beyond biology (on line / SLOVENIA) 2021.9.30 

24. Itaru Hamachi, Bioorthogonal Protein labeling in live cells and beyond, RSC – IISER Desktop Seminar with 

ChemComm (on line / INDIA) 2021.8.5 

25. Itaru Hamachi, Chemical labeling of biomolecules in live cells and beyond, Seminar at Numata Laboratory, RIKEN (on 

line / JAPAN) 2021.7.27 

26. Itaru Hamachi, Ligand-Directed Labeling of Endogenous Proteins in Live Cells, 56th International Conference on 

Medicinal Chemistry (RICT 2021) (on line / FRANCE) 2021.7.7 

27. Itaru Hamachi, Chemistry for selective modification of endogenous proteins in living systems,IMPRS-LM PhD 

Symposium(on line / GERMANY) 2021.4.23 

28. Itaru Hamachi, Bioorthogonal chemical modification of endogenous proteins and beyond,Ulsan National Institute of 

Science & Technology(on line / KOREA) 2021.4.13 
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29. Itaru Hamachi, Chemical labelling for control of endogenous protein in live cells, RSC Chemical Biology & 

Bio-Organic Group Forum(on line / UK) 2021.1.7–8 

30. 田村 朋則, 細胞内有機化学に基づく新規ケミカルプロテオミクス法の開発, 第 16 回 日本臨床プロテオゲノ

ミクス研究会（オンライン）, 2020.12.12 

31. Itaru Hamachi, Analysis and Control of Proteins Function in Cells by Coordination Chemistry, Metals in Biology and 

Medicine :From Molecular Image to Drug Resistance (The University of Hong Kong) (on line). 2020.12.10-12. 

32. 浜地 格, 分子夾雑の化学・超分子化学, 2020 年度ダイナミック・アライアンス合同ウェブ分科会（オンライ

ン）, 2020.11.27. 

33. Itaru Hamachi, Protein organic chemistry in live cells and beyond, Xingda Lecture (Peking University, CHINA) (on 

line), 2020.11.20. 

34. Itaru Hamachi, Protein Organic Chemistry in Live Cells/Neuron/Brain, RSC Desktop Seminar (on line), 2020.9.17. 

35. 浜地 格, Chemical modification of endogenous proteins in living systems, 第 57 回ペプチド討論会（オンライン）, 

2020.11.9-11. 

36. 田村 朋則, 生命金属関連タンパク質同定のためのケミカルプロテオミクス法の開発, 第 93 回日本生化学会

大会 (オンライン), 2020.9.14-16. 

37. 浜地 格, バイオで日本を洗濯ぜよ！…ん？.., 化学フェスタ第 10 回記念企画～化学版 関ケ原の合戦～（オ

ンライン), 2020.10.20. 

38. 窪田 亮, 細胞から着想を得た直交性超分子ポリマーの共焦点観察と機能, CEMS Topical Meeting Online 超分

子ポリマーの進化形 (オンライン), 2020.7.31. 

39. 浜地 格, 生体夾雑系のタンパク質有機化学が目指すもの, 第五回ケムステ V シンポジウム(オンライン), 

2020.7.7 

40. 窪田 亮, 生命模倣の多成分系超分子ヒドロゲル, 日本化学会 第 100 春季年会 「若い世代の特別講演」, 東京

理科大, 2020.3.22-25 

41. Tomonori TAMURA, Development of novel methods for chemical modification of endogenous proteins in living cells,

日本化学会 第 100 春季年会, 東京理科大学 野田キャンパス, 2020.3.22-25 

42. Ryou Kubota, Adaptive supramolecular double network hydrogels formed by self-sorting self-assembly, SPIRITS 

international symposium –Shaping self-assembled mesoscale (bio)materials with microengineering, Kyoto University, 

JAPAN, 2020.2.6 

43. Itaru Hamachi, Organic chemistry of biomolecules in live cells/tissues, The Forth A3 Roundtable Meeting on Chemical 

Probe Research Hub, TKP SENDAI, JAPAN, 2019.11.18-21 

44. 浜地 格, 分子夾雑系でのタンパク質有機化学, 有機合成化学研究所第 34 回講演会, 京都大学 桂キャンパス, 

2019.11.21 

45. 浜地 格, 生細胞有機化学を基軸としたタンパク質その場解析のための分子技術, 「分子技術」シンポジウム

〜未来に続く、極限のものづくり〜, JP タワーホール＆カンファレンスルーム, 2019.11.15 

46. Itaru Hamachi, Chemical labeling of endogenous proteins in live cell conditions, The 2019 Cold Spring Harbor Asia 

Conference on Chemical Biology and Drug Discovery, The Suzhou Dushu Lake Conference Center, CHINA, 

2019.10.28-11.1 

47. 田村 朋則, オルガネラ膜脂質の蛍光ラベリングと細胞内動態イメージング, 新学術領域「分子夾雑の生命化

学」第 2 回 関東地区シンポジウム, 東京大学 弥生キャンパス セイホクギャラリー, 2019.10.15 

48. 浜地 格, 細胞夾雑系でのタンパク質有機化学に挑む, 第 9 回 CSJ 化学フェスタ 2019,タワーホール船堀, 

2019.10.15-17 

49. Itaru Hamachi, Chemical protein labeling and beyond, Bayer Life Science Workshop “Chemical Biology –Jointly 

Exploring New Frontiers”, Marriott Courtyard Berlin City Center Hotel, GERMANY, 2019.9.23-24 

50. 浜地 格, タンパク質群動態解析のためのケミカルプロテオミクス, 日本分析化学会第 68 年会,千葉大学 西千

葉キャンパス, 2019.9.11 
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51. Itaru Hamachi, Imaging and Function of Self-sorted Supramolecular Fibers, 2019 US-Japan Polymer Symposium:- 

Macromolecules: Challenges and Opportunities for the 21st Century, Stanford University, U.S.A., 2019.6.18-21 

52. 浜地 格, 細胞環境に依存した Proteome 解析の新手法 New chemical methods for conditional proteomics., 第 19

回日本蛋白質科学会年会 第 71 回日本細胞生物学会大会 合同年次大会(神戸国際会議場、神戸国際展示場) 

2019.6.24-26 

53. 浜地 格, 分子夾雑系でのタンパク質有機化学, 有機合成化学研究所第 34 回講演会 (京都大学 桂キャンパス), 

2019.11.21 

54. Itaru Hamachi, Organic chemistry of biomolecules in live cells/tissues, The Forth A3 Roundtable Meeting on Chemical 

Probe Research Hub (TKP SENDAI, JAPAN), 2019.11.18-21 

55. 浜地 格, 生細胞有機化学を基軸としたタンパク質その場解析のための分子技術,「分子技術」シンポジウム～

未来に続く、極限のものづくり～ (JP タワーホール＆カンファレンスルーム), 2019.11.15 

56. Itaru Hamachi, Chemical labeling of endogenous proteins in live cell conditions, The 2019 Cold Spring Harbor Asia 

Conference on Chemical Biology and Drug Discovery (The Suzhou Dushu Lake Conference Center, CHINA) 

2019.10.28-11.1 

57. 浜地 格, 細胞夾雑系でのタンパク質有機化学に挑む, 第 9 回 CSJ 化学フェスタ 2019 (タワーホール船堀), 

2019,10.15-17 

58. Itaru Hamachi, Chemical protein labeling and beyond, Bayer Life Science Workshop “Chemical Biology – Jointly 

Exploring New Frontiers”(Marriott Courtyard Berlin City Center Hotel, GERMANY), 2019,9.23-24 

59. 田村 朋則, オルガネラ膜脂質の蛍光ラベリングと細胞内動態イメージング, 新学術領域「分子夾雑の生命化

学」第 2 回 関東地区シンポジウム (東京大学弥生キャンパス セイホクギャラリー), 2019.10.15 

60. 浜地 格, タンパク質群動態解析のためのケミカルプロテオミクス, 日本分析化学会第 68 年会 (千葉大学 西

千葉キャンパス), 2019.9.11 

61. 田村 朋則, タンパク質修飾化学に基づくコンディショナルプロテオミクス法の開発 Development of new 

methods for conditional proteomics based on chemical protein modification, 日本プロテオーム学会 2019 年大会/第

70 回 日本電気泳動学会総会 (シーガイアコンベンションセンター), 2019.7.24-27 

62. 田中 航, self-sorting を基盤とした多成分超分子ヒドロゲル, 先導研講演会「新進気鋭の若手研究者による融合

先導化学の展開」 (九州大学 筑紫地区総合研究棟), 2019.7.9 

63. 浜地 格, 細胞環境に依存した Proteome 解析の新手法 New chemical methods for conditional proteomics, 第 19

回日本蛋白質科学会年会 第 71 回日本細胞生物学会大会 合同年次大会 (神戸国際会議場、神戸国際展示場), 

2019.6.24-26 

64. Itaru Hamachi, Imaging and Function of Self-sorted Supramolecular Fibers, 2019 US-Japan Polymer Symposium:- 

Macromolecules: Challenges and Opportunities for the 21st Century- (Stanford University, U.S.A.), 2019.6.18-21 

65. Itaru Hamachi, Live cell protein labeling for conditional proteomics, Nano/Bioscience International Symposium, 

Doshisha University, Japan, Kyoto,2019.6.7 

66. I. Hamachi, Selective protein modification by ligand-directed chemistry, The 8th Chemical Protein Synthesis Meeting 

(Germany), 2019. 6. 16–19. 

67. I. Hamachi, Live cell protein labeling for conditional proteomics, Nano/Bioscience International Symposium, (Doshisha 

University, Imadegawa Campus, Japan), 2019. 6. 7–8. 

68. Itaru Hamachi, Chemical labeling of endogenous proteins in live cells, Chemical Tools for Complex Biological Systems 

II (Janelia Research Campus, U.S.A.) 2019.4.28-5.1 

69. Itaru Hamachi, Structure and Function of Multi-Component Supramolecular Hydrogels, The 2019 MRS Spring Meeting 

& Exhibit (Phoenix Convention Center, U.S.A.) 2019.4.22-26 

70. Itaru Hamachi, Chemical labeling of endogenous receptors in live neurons, The 9th BRI International 

Symposium (Niigata University, JAPAN) 2019.3.8-9 
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71. Itaru Hamachi, Can Artificial Molecular Recognition Control of Protein Functions in Live Systems?, Sixth Asian 

Summit Symposium on Supramolecular Chemistry (Nagoya Tokyu Hotel, JAPAN) 2019.2.16-19 

72. Itaru Hamachi, Ligand-directed chemistry for selective protein labeling in live cells, 10th International Peptide 

Symposium (ROHM Theatre Kyoto, JAPAN) 2018.12.3-7 

73. Itaru Hamachi, Chemical labeling of membrane-proteins for imaging and drug screening, The 30 th Annual Meeting of 

the Thai Society for Biotechnology and International Conference, (The ambassador hotel, THAILAND) 2018.11.22-23 

74. Itaru Hamachi, Live Cel Chemistry for Protein Imaging and Control, NYC Chem Bio Seminar (New York University, 

U.S.A.) 2018.10.31 

75. Itaru Hamachi, Chemical strategies for labeling and controlling neurotransmitter receptors, AIAS Symposium: Cutting 

Edge Technologies for Neurobiology (AARHUS INSTITUTE OF ADVANCED STUDIES, DENMARK) 2018.9.20 

76. 浜地 格, タンパク質を観る・操作する分子技術, 第 86 回創薬科学セミナー(名古屋大学) 2018.10.16 

77. Itaru Hamachi, Ligand-directed chemistry for endogenous protein modification, 第 28 回光学活性化合物シンポジウ

ム (東京大学 薬学系総合研究棟) 2018.10.12 

78. 清中 茂樹, 標的細胞の神経伝達物質受容体を人為的に制御するための配位ケモジェネティクス, 第 91回日本

生化学会大会 (国立京都国際会館) 2018.9.24-26 

79. 清中 茂樹, 配位ケミカルバイオロジーによる神経伝達物質受容体の活性制御, 第31回生物無機化学夏季セミ

ナー(ホテル竹島) 2018.9.13-15 

80. 浜地 格, 細胞機能をタンパク質分解能で解析・制御するための分子技術第 70 回日本生物工学会大会(関西大

学・千里山キャンパス) 2018.9.5-7 

81. Itaru Hamachi, Chemical labeling of endogenous proteins for imaging and functional inhibition, EMBO Workshop: 

Chemical Biology 2018 (EMBL Heidelberg, GERMANY) 2018.8.29-9.1 

82. 浜地 格, 分子夾雑系でのタンパク質有機化学, 有機合成夏期セミナー「明日の有機合成化学」(大阪科学技術

センター) 2018.8.27-28 

83. Itaru Hamachi, Chemical endogenous protein labeling and its application in live systems, The 5th Asian Chemical 

Biology Conference (Embassador International Hotel, CHINA) 2018.8.20-22 

84. 浜地 格, 分子夾雑の生命化学を目指して, 京都バイオ計測センターシンポジウム–バイオイノベーションに

向けた新しい視点– (京都リサーチパーク・サイエンスホール) 2018.8.1 

85. 浜地 格, 生細胞有機化学という Chemical biology, 第 34 回創薬セミナー(八ヶ岳ロイヤルホテル) 2018.7.11-13 

86. 浜地格, 膜蛋白質解析のための新しい化学ラべル化法, 第 18 回日本蛋白質科学会年会 (朱鷺メッセ 新潟コン

ベンションセンター) 2018.6.26-28  

87. Itaru Hamachi, Protein Chemistry in Multi-molecular Crowding Biosystems, The 2nd International Symposium on 

Chemical Communication (Aobayama North Campus, Tohoku University, JAPAN) 2018.5.28-29 

88. 浜地格, 分子夾雑系のタンパク質有機化学, 第 28 回万有福岡シンポジウム 躍動する機能性有機分子～この有

機分子の力を見よ～ (九州大学・医学部百年講堂) 2018.5.12  

89. 清中茂樹, シナプスで機能するグルタミン酸受容体の可視化および活性制御, 2018 年生理学研究所研究会 オ

ルガネラ膜ナノドメインの機能と動態 (生理学研究所・明大寺地区) 2018.7.5-6  

90. 清中茂樹, グルタミン酸受容体をケミカルラべルで可視化する, 第 123 回日本解剖学会総会・全国学術集会(東

京), 2018.3.28-30 

91. Itaru Hamachi, Challenge of Organic chemistry for multimolecular crowding biosystems, 日本化学会第 98 春季年会

(船橋), 2018.3.20-23 

92. Itaru Hamachi, Imaging and control of neurotransmitter receptors in live cells, Grand Challenges in Analyzing and 

Manipulating Cells on the Nanoscale (Max Planck Institute for Medical Research, GERMANY), 2018.3.15 

93. 田村朋則, 細胞内タンパク質の化学修飾と創薬応用, 京都大学テックコネクト 2018 in 東京(東京), 2018.3.7 

94. Itaru Hamachi, Molecular Design of Functional Supramolecular Hydrogels, 2nd FRIMS International Symposium on 

Frontier Materials (Nagoya, JAPAN), 2018.2.1-2 
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95. 清中茂樹, 神経伝達物質受容体を解き明かすためのニューロケミカルバイオロジー, 第 4 回生体分子科学シン

ポジウム(京都), 2018.2.9 

96. Itaru Hamachi, Functioal Supramolecular Hydrogels and Their Biological Applications, ICOBAN2018 (Hong Kong, 

CHINA), 2018.1.9-12 

97. Itaru Hamachi, Chemcial Strategies for Endogenous Protein Labeling in Multimolecular Crowding Biosystems, 

CMCB2017 (Kobe), 2017.12.12-13 

98. 浜地格, 有機化学で細胞内のタンパク質の姿を見る, 第 21 回 VBL シンポジウム「見る、観る、診る技術の最

先端 分子からヒトまで」(名古屋), 2017.11.21-22 

99. 清中茂樹, ケミカルバイオロジーによるグルタミン酸受容体の新たな可視化および活性制御法の開発, 生有研

シンポジウム ユニークな生命現象の解明を目指した「新しい鍵化合物」の創製(サントリーワールドリサー

チセンター), 2017.11.28 

100. Itaru Hamachi, Live cell chemistry for neurotransmitter receptors, 6th Gratama Workshop in Chemical Sciences and 

Innovations for a Sustainable Society (Zernike Campus, University of Groningen, NETHERLANDS), 2017.10.29-31 

101. 浜地格, 細胞表面で分子をつなぐ合成化学, 第 7 回 CSJ 化学フェスタ 2017 (船堀), 2017.10.17-19 

102. 浜地格, 投稿から出版まで, 第 7 回 CSJ 化学フェスタ 2017 (船堀), 2017.10.17-19 

103. Shigeki Kiyonaka, Coordination chemical genetics of receptors for artificially regulating minority events, 第 55 回日本

生物物理学会年会(熊本) , 2017.9.19-21 

104. Shigeki Kiyonaka, Novel chemical-biological technologies for elucidating physiological roles of neurotransmitter 

receptors, 第 60 回日本神経化学大会(仙台), 2017. 9.7-9 

 

A01 王子田計画班 

1. Akio Ojida, Selective covalent targeting of cysteines with α-chlorofluoroacetamides(CFA), 日本薬学会第 142 年会, 

2022.3.27. 

2. 王子田彰夫，高選択コバレントドラッグ型抗がん剤の開発, 第 95 回日本薬理学会年会, 2022.3.7. 

3. 王子田彰夫, 蛍光金属錯体の生体分子解析応用, 第 32 回配位化合物の光化学討論会, 2021.8.10. 

4. 王子田彰夫，プロテインキナーゼを標的としたコバレントドラッグの分子デザインと創薬応用，国際医薬品開

発展，2020.03.18. 

5. 王子田彰夫, コバレントドラッッグ創薬のためのケミカルバイオロジープラットフォームの開拓, 2019 年度

BINDS 公開シンポジウム, 2019.11.19. 

6. Akio Ojida,  A Multicolor and Ratiometric Fluorescence Sensing Platform for Metal Ions Based on Arene-Metal Ion 

Contact, 43rd International Conference on Coordination Chemistry, Sendai International Center, 2018. 8.1 

7. 進藤直哉, 渕田大和, 初山勇次, 渡 公佑, 小野真弓, 王子田彰夫, コバレント阻害剤の標的特異性向上を目指し

た新規反応基の探索と EGFR 阻害剤への応用, 第 35 回メディシナルケミストリーシンポジウム, 2017.10.25. 

8. 王子田彰夫, 生体分子と革命分子を融合して人工生命を目指す, 第 7 回 CSJ 化学フェスタ 2017, 2017.10.18. 

9. 王子田彰夫, 新しいセンシング機構を組み込んだ蛍光プローブのデザインと応用, 第 30 回九州分析化学若手の

会春の講演会, 2017.5.13. 

10. Akio Ojida, Selective and reversible covalent modification of non-catalytic cysteines with weakly reactive 

α-chlorofluoroacetamides , The 3rd HU-TMU-KU Joint Symposium for Pharmaceutical Sciences, 2017.9.1. 

 

A02 杉本計画班 

1. H. Tateishi-Karimata, N. Sugimoto, Roles of non-canonical DNA structures in cancer cells on mechanism of 

dimensional response genome, International Conference on Chemical and Environmental Sciences 2021 (ICCAES 

2021) , オンライン 2021 年 12 月 17～19 日 
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2. H.Tateishi-Karimata, Roles of G-quadruplexes in cancer cells on multi-dimensional response genome, Nucleic Acid 

Secondary Structures G4s and Beyond, G4 webinar series Round VI, オンライン 2021 年 11 月 11 日 

3. H. Tateishi-Karimata,Regulation transcription by DNA structures responsive chemical stimulus in cells Pacifichem2021, 

オンライン 2021 年 12 月 16~21 日 

4. Daisuke Miyoshi, Mitsuki Tsuruta, Takeru Torii, Nagisa Takamiya, Satoru Shoji, Keiko Kawauchi, Hydration and 

Phase Separation of Nucleic Acids Depending on Their Structure, Material Research Meeting 2021, Pacifico Yokohama, 

Kanagawa 2021/12 

5. Keiko Kawauchi, Takeru Torii, Hisae Karimata Tateishi, Naoki Sugimoto, Takahito Nishikata, Daisuke Miyoshi, 

Structural alterations in ribosomal DNA under nucleolar stress, The 44th Annual Meeting of Molecular Biology Society 

of Japan, Pacifico Yokohama, Kanagawa 2021/12 

6. 三好大輔, 核酸の非標準構造の水和と相分離, 第 70 回高分子討論会, オンライン 2021/9 

7. 三好大輔, 細胞内環境における核酸の四重らせん構造, 第 47 回生体分子科学討論会, オンライン（兵庫県立

大）2021/6 

8. Daisuke Miyoshi, Phase separation of G-quadruplex nucleic acids and arginine-rich peptides, European Materials 

Reasearch Society Spring Meeting 2021, オンライン 2021/6 

9. Daisuke Miyoshi, Liquid-liquid phase separation of nucleic acids depending on their structure, The 8th Japan-China 

Symposium on Nanomedicine, オンライン 2021/6 

10. The Department seminar of Padova University, N. Sugimoto, Adventure on the World of Noncanonical Nucleic Acids, 

Padova University, Padova, Italy, 2019 年 11 月 17 日 

11. The Symposium on Nucleic Acid Chemistry, N. Sugimoto, Adventure on the World of Noncanonical Nucleic Acids, 

Pohang University of Science and Technology (POSTECH), Pohang, S.Korea, 2019 年 11 月 7 日～9 日 

12. The Department seminar of Sogang University, N. Sugimoto, Adventure on the World of Noncanonical Nucleic Acids, 

Sogang University, Seoul, S.Korea, 2019 年 11 月 7 日 

13. The Department seminar of Konkuk University, N. Sugimoto, Adventure on the World of Noncanonical Nucleic Acids, 

Konkuk University, Seoul, S.Korea, 2019 年 11 月 6 日 

14. The Department seminar of Sungkyunkwan University School of Medicine, N. Sugimoto, Adventure on the World of 

Noncanonical Nucleic Acids, Sungkyunkwan University School of Medicine, Suwon, S.Korea, 2019 年 11 月 6 日 

15. Advances in Noncanonical Nucleic Acids “ANNA2019”, N. Sugimoto, “To B or not to B” in Nucleic Acids 

Chemistry (3), Slatina, Slovenia, 2019 年 10 月 17 日～19 日 

16. The seminar at Faculty of Chemistry and Chemical Biology at TU Dortmund University, N. Sugimoto, Adventures of 

Nucleic Acids in the Molecular Crowding World, Dortmund, Germany, 2019 年 10 月 4 日 

17. 第 29 回バイオ・高分子シンポジウム, N. Sugimoto, Nucleic Acids Chemistry under the Molecular Crowding World, 

東京工業大学大岡山キャンパス, 2019 年 7 月 25 日～26 日 

18. The Seminar of Chemistry Department, N. Sugimoto, Adventure of Nucleic Acids in Molecular Crowding World, 

Binghamton University, New York Sate University, USA, 2019 年 6 月 28 日～30 日 

19. 建石寿枝, 杉本直己, DNA 四重らせん構造はがんの悪性化を制御しているのか, 第 22 回生命化学研究

会,  北見工業大・サロマ湖鶴雅リゾート, 2019.6.21～22 

20. N. Sugimoto, Functions of Non-canonical Nucleic Acids (2), International Workshop“Trends in Nucleic Acid (TINA) 

2019,  Nankai University, China, 2019.4.11~13  

21. Gordon Research Conference(Nucleosides, Nucleotides and Oligonucleotides), N. Sugimoto, The Watson-Crick World 

Is Not Enough, Salve Regina University, RI, US, 2019 年 1 月 13 日～18 日 

22. N. Sugimoto, Adventures of Nucleic Acids in Molecular Crowding World, The Department Seminar of City University 

of Hong Kong,  Hong Kong, China, 2019.3.26 

23. N. Sugimoto, RNAs in Molecular Crowding World, The Seminar of Hong Kong RNA Club,  Hong Kong RNA Club, 

Hong Kong, China, 2019.3.25 
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24. N. Sugimoto, Adventures of Nucleic Acids in Molecular Crowding World, The Department Seminar of Sun Yat-sen 

University, Sun Yat-sen University, Guangzhou, China, 2019.3.23 

25. H. Tateishi-Karimata, Elucidation for mechanism of diseases caused by non-canonical structures of DNA and 

regulation for DNA function, 日本化学会第 99 回春季年会（2019）,甲南大学（岡本キャンパス）, 2019.3.16～19  

26. N. Sugimto, Functions of Nucleic Acids under Molecular Crowding Conditions, The Lecture of Institute of Biophysics 

Czech Academy of Sciences,   Institute of Biophysics Czech Academy of Sciences, Brno, Czech, 2019.3.１3  

27. N. Sugimoto, Molecular Crowding Effect on Functions of Nucleic Acids:, The Department seminar, Sungkyunkwan 

University School of Medicine, Suwon, S.Korea, 2018.12.20 

28. N. Sugimoto, Molecular Crowding Effect on Functions of Nucleic Acids:, The Department seminar, Seoul National 

University, Seoul, S. Korea, 2018.12.19  

29. N. Sugimoto, Molecular Crowding Effect on Functions of Nucleic Acids:,The Department seminar,  Korea Institute of 

Science and Technology (KIST) , Seoul, S. Korea, 2018.12.19 

30. N. Sugimoto, THE WORLD OF NON-CANONICAL NUCLEIC ACIDS,The 9th Asian Biological Inorganic 

Chemistry “AsBIC9”, Stephen Riady Centre, National University of Singapore, 2018.12.9-14 

31. N. Sugimoto, Functions “of Nucleic Acids with Non-canonical Structures:To B or not to B, KONAN RESEARCH 

SUMMIT,  Frontier Institute for Biomolecular Engineering Research (FIBER), Konan University, 2018.12.4-6 

32. N. Sugimoto, Roles of Noncanonical Nucleic Acids on Gene Expressions, The 2nd International Symposium on 

“Functional Nucleic Acids: From Laboratory to Targeted Molecular Therapy”, Murdoch University, Australia, 

2018.11.22-23 

33. 三好大輔, 核酸構造安定性に及ぼす細胞の分子クラウディング効果の定量解析とその展開,東京大学大学院総

合文化研究科, 第 192 回生命環境科学系セミナー, 東京大学駒場キャンパス, 2018/12/11  

34. 三好大輔, がん関連 mRNA が形成する四重らせん構造に対する分子標的型光線力学療法, 日経バイオテク

プロフェッショナルセミナー, 低分子薬で核酸を標的に, 日経 BP 社本館, 2018/12/5  

35. K. Kawauchi, W. Sugimoto, K. Itoh, T. Tsuruoka, K. Akamatsu, H. Tateishi-Karimata, N. Sugimoto, D. Miyoshi, 

Molecularly-targeted photodynamic therapy for NRAS mRNA G-quadruplex, 12th International Symposium on 

Nanomedicine (ISNM2018), 2018/12/8  

36. 三好大輔, 細胞の分子夾雑環境での核酸構造の定量解析とその応用, 日本分析化学会第 67 年会, 東北大学川

内北キャンパス, 2018/9/14 

37. D. Miyoshi, Structure and stability of nucleic acids under molecular crowding conditions with cationic polymers, 14th 

Japan – Belgium Symposium on Polymer Science, University of Mons, Salle des Conseils,‘De Vinci’ building, Avenue 

Maistriau, Mons, Belgium, 2018/9/4 

38. 三好大輔、川内敬子, 分子夾雑効果の定量解析に基づいた機能分子の開発, 名古屋大学医学部脳外科セミナ

ー, 名古屋大学医学部, 2018/8/19 

39. N.Sugimto, “Effect of noncanonical DNA structures on transcription”, The Third A3 Roundtable Meeting on Chemical 

Probe Research Hub,Lotte City Hotel, S.Korea, 2018.10.31-11.3 

40. N. Sugimoto, “To B or not to B” in Nucleic Acids Chemistry (2)”, Advances in Noncanonical Nucleic Acids 

“ANNA2018”, Grand Hotel Bernardin, Slovenia, 2018.10.25-27 

41. N. Suigmoto, “Noncanonical world of nucleic acids under molecular crowding”, The seminar of the department f 

Pharmacy University of Naples “Federico II”, University of Naples “Federico II”, Napoli, Italy, 2018.10.21-23  

42. N. Sugimoto, Noncanonical world of nucleic acids under molecular crowding and high pressure,The 10th International 

Conference on High Pressure Bioscience and Biotechnology (HPBB2018),  Plaza Verde, Japan, 2018.9.18-22 

43. N. Sugimoto,  Beyond the Watson-Crick Double Helix:Make New History of Nucleic Acids (6), Asia 3 Roundtable on 

Nucleic Acids 2018 (A3RONA2018), KIST Gangneung Institute of Natural Products, S.Korea, 2018.9.14-18 
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44. N. Sugimoto, Noncanonical world of nucleic acids under molecular crowding:To B or not to B, XXIII International 

Roundtable of Nucleosides, Nucleotides and Nucleic Acids (IRT2018), University of California, San Diego, U.S.A, 

2018.8.26-30 

45. N. Sugimoto, Nucleic Acids World under Molecular Crowding, The 5th Asian Chemical Biology Conference 

(ACBC-5), Embassador International Hotel, Xi’an, China, 2018.8.19-23 

46. N. Sugimoto, Stability and Function of Noncanonical Nucleic Acids, The seminar of Institute of Chemical Biology and 

Fundamental Medicine, Institute of Chemical Biology and Fundamental Medicine, Siberian Branch of the Russian 

Academy of Sciences, Russia, 2018.7.19 

47. 杉本直己,  核酸物理化学と核酸医薬の設計指針, 日本核酸医薬学会第 4 回年会, 九州大学医学部, 2018.7.9-11 

48. N. Sugimoto, Nucleic Acids Chemistry Beyond the Watson-Crick Double Helix:“To B or not to B”, The Department 

seminar, Sungkyunkwan University school of medicine, S.Kores, 2018.6.8  

49. N. Sugimoto,  Nucleic Acids Chemistry Beyond the Watson-Crick Double Helix:“To B or not to B”, The Departmental 

seminar of College of Pharmacy, College of Pharmacy and Graduate School of Pharmaceutical Sciences Ewha 

Womans University, South Korea, 2018.6.7 

50. N. Sugimoto,  The world of non-canonical nucleic acids: To B or not to B, The seminer of “The role of non-canonical 

structure of nucleic acids”, Nanjing Agricultural University, China, 2018.5.8-11 

51. 三好大輔, 分子夾雑効果の定量解析に基づいた機能分子の開発, 日本学術振興会 分子ナノテクノロジー第

174 委員会, 第 62 回研究会, 大阪大学中之島センター（大阪府）, 2018.6.27 

52. 三好大輔, 分子夾雑環境における核酸構造リガンドの開発とその展開, 新学術領域「分子夾雑の生命化学」水

無月セミナー,大阪大学蛋白質研究所, 2018.6.8                   

53. Daisuke Miyoshi,  DNA and RNA G-quadruplexes: structure, function, and ligand under cell mimicking molecular 

crowding conditions, International Conference on Current Trends in Materials Science and Engineering (CTMSE 

2018) , N. Bose National Centre for Basic Sciences, Kolkata, India, 2018.1.19-20 

54. Daisuke Miyoshi,What is the canonical structure of nucleic acids in cells?, Institute Seminar, National Institute of 

Technology, Nagaland, National Institute of Technology, Nagaland, India, 2018.1.17 

55. Daisuke Miyoshi, DNA and RNA G-quadruplexes under molecular crowding conditions, IGIB seminar, Institute of 

Genomics & Integrative Biology, Delhi, India, 2018.1.15                      

56. Daisuke Miyoshi, Cell nucleus-mimicking system with synthetic cationic polymers, 1st Minisymposium on Material 

Biology, Tokyo institute of Technology Suzukakedai campus, 2017.10.16 

57. D. Miyoshi, Y. Zouzumi, Y. Imagawa, W. Sugimoto, T. Yasui, and K. Kawauchi , DNA and RNA G-quadruplexes: 

Structure, Stability, Function, and Ligand under Cell-mimicking Molecular Crowding Conditions. A3 Foresight 9th 

Meeting , Hotel Monterey Yokohama, 2017.9.28-29 

58. 三好大輔,杉本直己,細胞夾雑模倣系の構築と細胞内活性分子設計指針の構築,分子夾雑の生命化学第一回公開

シンポジウム,東京大学 鉄門記念講堂, 2017 .9.6   

59. 三好大輔,細胞の分子クラウディング環境における核酸の四重らせん構造とそれを標的にした機能性分子の

開発,49th Seminer, Japanese Association of Scientists in Singapore, JST シンガポール, 2017.8.22 

60. 平成 29 年度生命融合科学教育学部シンポジウム“ライフサイエンスを開拓先導する分子科学”，杉本直己，

核酸化学における“To B or not to B”, 富山大学大学院生命融合科学教育部, 2017,11,10                           

61. 第 15 回公開セミナー(Chemical Biology), 杉本直己, 核酸化学における“To B or not to B”, 群馬大学大学院理

工学府, 2017,11,6 

62. Advances in Noncanonical Nucleic Acids 2017 “ANNA2017”, N. Sugimoto, “To B or not to B” in Nucleic Acids 

Chemistry, Bled, Slovenia, 2017,10,26～28 

63. Advances in Noncanonical Nucleic Acids 2017 “ ANNA2017”, H. Tateishi-Kartimata, N. Sugimoto, Transcriptional 

regulation by DNA structural changes responsive chemical environments in cells during tumor progression, Bled, 

Slovenia, 2017,10,26～28 
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64. Mini-Symposium on Nucleic Acid Chemistry, N. Sugimoto, Non-canonical DNA and RNA in Gene Expressions, 

Pohang University of Science and Technology, S.Korea, 2017,10,13～14 

65. 2017 SKKU International Symposium on Molecular Medicine Current Progress in Nucleic Acid Research and 

Application, N.Sugimoto, Function of Non-canonical Nucleic Acids, Sungkyunkwan University school of medicine, 

Suwon, S.Korea, 2017,10,12 

66. Asia 3 Roundtable on Nucleic Acids 2017 “A3RONA2017”, Naoki Suigmoto, Beyond the Watson-Crick Double 

Helix: Make New History of Nucleic Acids (5), Embassador International Hotel, Xi’an, China, 2017,9,16～17 

67. The 6th International Conference on DNA Nanotechnology, Naoki Sugimoto, Nanobioengineering of Non-canonical 

DNA and RNA, Xijiao Hotel, China, 2017,8,26～28 

68. DNA assembly and nanotechnology, Naoki Sugimoto, “Non-canonical Nucleic Acids”, Nanjing University, China, 

2017,8,23～8,25 

69. First Conference on Biomotors, Virus Assembly, and Nanobiotechnology Applications, Naoki Sugimoto, Regulation of 

Gene Expressions by Non-canonical DNA and RNA, The Ohio State University Fawcett Center, 2017,8,16～8,19 

 

A02 田中計画班 

1. S. Tanaka,“Perspectives of Computational Drug Discovery: AMED-BINDS Activities in Japan” 

(AHeDD2019/IPAB2019 Joint Symposium, November 29, 2019, Kawasaki, Japan) 

2. S. Tanaka and A. Nishiyama, “Quantum Brain Dynamics from a Viewpoint of Field Theory” (The 2nd Workshop on 

Quantum Cognition, December 6, 2019, Nara, Japan) 

3. 田中成典：「ナノ空間での熱伝導・温度緩和：温度生物学の基礎として」（Biothermology Workshop 2020、2020

年 12 月 22 日、オンライン） 

4. S. Tanaka, “Fragment Molecular Orbital Calculations for SARS-CoV-2 Proteins” (The 3rd R-CCS International 

Symposium, February 15, 2021, RIKEN, online) 

5. S. Tanaka, “Dynamical Association/Dissociation Processes of Biomolecules in Crowding Conditions” (2nd International 

Symposium on Chemistry for Multimolecular Crowding Biosystems (CMCB2022), January 26, 2022, Tokyo, online) 

A03 馬場計画班  

1. 馬場嘉信, ナノバイオ AI デバイスと量子生命科学が拓く未来医療, Q-LEAP シンポジウム, 東京, 2022/2/15 

2. Y. Baba, Nanobiodevices, Quantum Technology, and AI for Chemistry for Multimolecular Crowding Biosystems, 2nd 

International Symposium on Chemistry for Multimolecular Crowding Biosystems (CMCB 2022) , Tokyo, 2022/1/26 

3. 馬場嘉信, ナノテクノロジーとライフサイエンスの融合, JST CRDS 俯瞰ワークショップ ライフサイエンス

とナノテク・材料の融合により拓く新領域(東京・オンライン), 2022/1/20 

4. 有馬彰秀, ナノバイオデバイスによるイオン電流計測に基づく単一粒子分析法の開拓, 第52回 中部化学関係

学協会支部連合秋季大会 (オンライン), 2021/10/31,  

5. 安井隆雄, 異分野融合研究を推進するナノデバイス, GTR リトリート 2021 (オンライン) 2021.10.15 

6. 安井隆雄, 細胞外小胞のリキッドバイオプシーへの展開, 第 44 回日本分子生物学会年会, 横浜, 2021.12.2  

7. 湯川博, 量子ナノセンサーによる生体内がん細胞イメージング技術の創成, 第 80 回日本癌学会学術総会, シ

ンポジウム 21「光が招く次世代イメージングツール」（オンライン）2021.10.2 

8. 湯川博, 量子ドットによる透明化保存肝臓内の網羅的移植膵島イメージング技術の開発, 第 47 回日本臓器保

存生物医学会学術集会（オンライン） 2021.11.13 

9. 湯川博, ナノ量子センサによる移植幹細胞 in vivo 蛍光イメージングと再生医療への応用, 日本薬物動態学会

第 36 回年会 シンポジウム 1 「細胞加工製品の新境地を招く薬物動態研究」(オンライン) 2021.11.17 

10. 湯川博, 量子ナノマテリアルによる最先端イメージング計測と薬学・医学応用, 第 43 回日本バイオマテリア

ル学会大会・第 8 回アジアバイオマテリアル学会 （43JSB・8ABMC）, シンポジウム「異分野癒合バイオマ

テリアル研究の最前線」, 名古屋国際会議場, 2021.11.29 
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11. 有馬彰秀, ナノバイオデバイスを用いた単一生体粒子検出, 応用物理学会 有機分子・バイオエレクトロニク

ス分科会 研究会 「時代を切り拓く有機分子・バイオエレクトロニクス研究」(応用物理学会 M&BE 研究会), 

(オンライン) 2021.6.24 

12. Y. Baba, Nanobiodevices, Quantum Technology, and AI for Future Medicine, Pacifichem 2021 (Online) 2021.12.20 

13. Y. Baba, Nanobiodevices, Nano-separations, and AI for Future Healthcare, Pacifichem 2021 (Online) 2021.12.19 

14. 馬場嘉信, ナノバイオデバイス・AI・量子技術によるバイオ計測化学・バイオ医工学の革新, 名古屋大学技術

部特別講演会および技術部研修報告会（オンライン） 2021.12.10 

15. 馬場嘉信, 医療技術から見たバイオアダプティブ材料への期待, JST CRDS バイオアダプティブ材料ワークシ

ョップ(オンライン) 2021.12.3 

16. 馬場嘉信, ナノバイオデバイス、量子技術と AI が拓く未来医療, 日本学術振興会 R031「ハイブリッド量子ナ

ノ技術委員会」, 東京, 2021.11.16 

17. 馬場嘉信, マテリアル DX プラットフォームにおける次世代バイオマテリアル研究開発, 持続社会発展のため

の機能化学研究委員会（オンライン) 2021.10.11 

18. 馬場嘉信, ナノバイオデバイス・AI・量子技術が拓く未来医療, 東名産学官・医連携研究会(オンライン) 

2021.8.4 

19. 馬場嘉信, ナノバイオデバイス・AI・量子技術が拓く未来医療,  JMAC 定例会（オンライン）2021.7.27 

20. 馬場嘉信, ナノバイオデバイス・AI・量子技術が拓く未来医療, 持続社会発展のための機能化学研究委員会（オ

ンライン), 2021.7.26 

21. 1484. Y. Baba, Nanobiodevices, Quantum Technologies, and AI for Future Healthcare, Third International Conference 

of Microfluidics, Nanofluidics and Lab-on-a-Chip (ICMFLOC2020) (Shenzhen, China) ( On-line )2021.7. 8-10 

22. Y. Baba, Solid-State Nanopore Platform Integrated with Machine-Learning for Digital Diagnosis of Virus 

Infection, ACS Publications Symposium: Innovation in Measurement Science (On-line)  2021.6.23 

23. 馬場嘉信, ナノバイオデバイス・AI・量子技術が拓く未来医療, ナノ学会第 19 回大会（オンライン） 2021.5.20 

24. 馬場嘉信, 2100 年のマイクロ・ナノフルイディクス, 化学とマイクロ・ナノシステム学会第 43 回研究会（オン

ライン） 2021.5.17 

25. Y. Baba, Nanobiodevices, Quantum Technology, and AI for Future Healthcare, The International Symposium on 

Microfluidics and BioMEMS (On-line)  2021.4.23 

26. 馬場嘉信, ナノバイオデバイスによるバイオ計測化学・バイオ医工学の革新, 日本化学会第 101 春季年会（オ

ンライン） 2021.3.20 

27. 馬場嘉信, ナノバイオデバイス・AI・量子技術が拓くいきいき百歳社会, 中部経済同友会（オンライ

ン）    2021.3.12 

28. 馬場嘉信, Flagship プロジェクト「量子生命技術の創製と医学・生命科学の革新」, 光・量子飛躍フラッグシッ

ププログラム(Q-LEAP)第 3 回シンポジウム(オンライン)  2021.2.22 

29. Y. Baba, Nanobiodevices, Quantum Technology, and AI for Future Healthcare, SANKEN International Symposium 

(Osaka)(on line),  2021.1.9 

30. 馬場嘉信, ナノテクノロジーと AI が拓く未来医療, 第 108 回日本泌尿器科科学会総会(神戸) (オンライン) 

2020.12.22 

31. Y. Baba, Nanobiosensors and Quantum Biosensors for Future Healthcare, Nanotech business Japan~Holland webinars 

2020, 2020.11.25 

32. Y. Baba, Nanobiodevices, Quantum Technologies, and AI for Molecular Imaging and Future Healthcare, FASMI-2020: 

Federation Asia Society of Molecular Imaging International Conference (Taipei, Taiwan) (on line) 2020.11.20 

33. 馬場嘉信, ナノバイオデバイスと AI が拓く次世代感染症対策, メディカル・デバイス産業振興協議会 筒井

宣政基金記念事業 (名古屋) 2020.11.20 

34. 馬場嘉信、細胞外微粒子の研究を加速する分析化学, 日本分析化学会第 69 年会（名古屋）(オンライン), 

2020.9.16 
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35. 馬場嘉信, ナノバイオデバイス、量子技術と AI が拓く未来医療・ヘルスケア, 日本毒性学会（仙台） 2020.7.1 

36. 馬場嘉信, ナノバイオデバイス、量子技術、AI が拓く次世代医療・ヘルスケア, 次世代バイオナノ研究会（東

京） 2020.2.17 

37. Y. Baba, Nanobiodevices, Quantum Technology, and AI for Future Medicine, Nanotechnologies for 21st Century, 

Cooperation Event Between Albania, Japan And Spain (Tokyo)  2020.1.29 

38. 馬場嘉信, ナノバイオデバイス、量子技術と AI が拓く未来医療・ヘルスケア, アステラス製薬株式会社 社外

講師講演会（沼津）, 2020.1.23 

39. 湯川 博, 量子ナノ材料による移植幹細胞 in vivo 蛍光イメージングと再生医療への貢献, 日本薬物動態学会 第

34 回年会,つくば国際会議場, 2019.12.12 

40. 湯川 博, 量子ナノ光学が導く iPS 細胞イメージングと再生医療への貢献, 第 4 回最先端イメージングセミナ

ー, 岡山大学 鹿田キャンパス, 2019.11.18 

41. 小野島 大介, 細胞の分子夾雑に基づく分類解析デバイスの開発, 新学術領域「分子夾雑の生命化学」第 2 回関

東地区シンポジウム, 東京大学弥生キャンパスセイホクギャラリー, 2019.10.16 

42. 小野島 大介, 分子夾雑で細胞を識別する, CSJ 化学フェスタ 2019 文部科学省科研費新学術領域研究「分子夾

雑の生命化学」特別企画：細胞の中身を化学する！, タワーホール船堀, 2019.10.15 

43. 湯川 博, 量子ナノ光学に基づく最先端イメージング診断技術の医学応用，in vivo イメージングフォーラム

2019～第 14 回 IVIS ユーザー会～, グランドホール品川, 2019.9.13 

44. 湯川 博, 量子ナノ材料による iPS 細胞イメージングと再生医療への貢献, 2019 年度中部談話会 見学講演会–

日本の粉体産業を支える研究・技術– , 自然科学研究機構分子科学研究所, 2019.9.9 

45. T. Yasui, Nanowires meet microarray and AI for urine liquid biopsy, Nanowire week 2019, Thailand, 2019.9.25 

46. 安井隆雄, 尿中microRNA解析によるがん診断, 大阪大学ナノ理工学人材育成産学コンソーシアム, 令和元年度 

第２回ナノ理工学情報交流会「人生 100 年時代に求められるヘルステック」, 大阪大学 豊中キャンパス, 

2019.9.9 

47. 湯川 博, 馬場嘉信, 量子ナノ材料による急性肝不全マウスに対する移植幹細胞 intra-vital, 蛍光イメージング 

日本分子イメージング学会 第 14 回学会総会・学術集会 北海道立道民活動センター, かでる 2.7,2019.5.24 

48. 湯川 博, 量子ナノ材料による移植幹細胞 in vivo 蛍光イメージングと再生医療への貢献, 2019 年度神戸再生医

療勉強会, 神戸臨床研究情報センター(TRI), 2019.5.15 

49. Y. Baba, Nanobiodevices and AI for Future Healthcare, 17th International Conference on BioMedical Engineering 

(Singapore) 2019 年 12 月 9-12 日 

50. Y. Baba, Nanobiodevices, Nano-separations, and AI for Future Healthcare, HPLC Kyoto 2019 (Kyoto) 2019年 12月 2

日 

51. 馬場嘉信, ナノテクノロジーと人工知能が健康を守る, 愛知県立豊田北高等学校(豊田) 2019 年 11 月 13 日 

52. Y. Baba, Nanobiodevices, Quantum Technology, and AI for Future Healthcare, DICP 70th Anniversary Conference & 

52th DICP Symposium (Dalian, China) 2019 年 10 月 21 日 

53. Y. Baba, Nanobiodevices and AI for Cancer Diagnosis/Therapy and Regenerative Medicine, Korea University & 

Nagoya University Academic Symposium 2019 (Nagoya) 2019 年 7 月 18 日 

54. 馬場嘉信, ナノバイオデバイスと AI が拓く未来医療, 日本薬剤学会 34 年会（富山）2019 年 5 月 17 日 

55. 馬場嘉信, ナノバイオデバイスと AI が拓く未来医療・創薬, 平成 31 年度公開講座｢先端を行く連合創薬医療

情報研究科」, 創薬を支える究極のものづくり（岐阜）2019/5/10 

56. 馬場嘉信, ナノバイオデバイスと AI が拓く未来医療・ヘルスケア, 第 30 回日本医学会総会(名古屋) 2019 年 4

月 27-29 日 

57. Y. Baba, Nanobiodevices and AI for Future Healthcare, 1st ASEAN-Japan International Conference on Innovative 

Biology, Medicine and Engineering in Vietnam (Hanoi),  2018, 11, 24 

58. Y. Baba, Nanobiodevices and AI for Society 5.0: Super Smart Society, Kaohsiung Medical University (Kaohsiung, 

Taiwan) , 2018, 11, 14 
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59. 馬場嘉信, Nanobiodevices and AI for Society 5.0: Super Smart Society, North Carolina-NU（North Carolina, 

USA),  2018, 11, 6 

60. Y. Baba, ナノバイオデバイスと AI が拓く次世代医療・ヘルスケア, CHEMINAS センサ・マイクロマシンと

応用システムシンポジウム（札幌), 2018, 10, 30 

61. 馬場嘉信, 新学術領域 分子夾雑の生命化学, CHEMINAS 若手の会（札幌）, 2018, 10, 29 

62. Y. Baba, Nanobiodevices and AI for Future Healthcare, ITP 2018 (Kyoto) 2018, 8, 29 

63. 馬場嘉信, ナノバイオデバイスと AI が拓く Society 5.0 と健康長寿社会, 第 58 回日本臨床化学会年次学術集会

（名古屋), 2018, 8, 25 

64. D. Onoshima, Y. Baba, Nanobiodevices and AI for Society 5.0; Super Smart Society, 9th International Conference on 

Nanotechnology: Fundamentals and Applications (ICNFA’18), (Madrid, Spain) 2018, 8, 19 

65. 馬場嘉信, ナノバイオデバイスによる幹細胞・エクソソーム intra vital イメージング, 第 55 回薬剤学懇談会研

究討論会（神戸), 2018, 6, 14 

66. 馬場嘉信, ナノバイオデバイスと AI が拓く次世代医療・ヘルスケア, 創造機能化学講演会（東京）2018.6.12 

67. Y. Baba, Nanobiodevices and AI for Society 5.0, JSPS 116 Committee Nanyang University of Science and Technology 

Joint Symposium (Singapore) 2018, 4, 25 

68. 馬場嘉信, ナノバイオデバイスと AI による単⼀細胞解析と次世代ヘルスケア, 日本化学会第 99 春季年会さき

がけ, 神戸, 2019/3/17 

69. 馬場嘉信, ナノ材料を⽤いた新たな細胞診断技術, 日本化学会第 99 春季年会 ATP セッショ ン, 神戸, 2019/3/16 

70. 馬場嘉信, ルミネッセンス化学が拓く未来社会, 日本化学会第 99 春季年会特別企画, 神戸, 2019/3/16, oral 

71. 馬場嘉信, ナノバイオデバイスと AI が広げるものづくり技術と再⽣医療の接点, 再生医療の全体像を見わた

せる分かりやすい解説講座, 京都, 2019/1/21 

72. Baba, Y., Nanobiodevices and AI for Future Healthcare, 1st ASEAN-Japan International Conference on Innovative 

Biology, Medicine and Engineering in Vietnam, Hanoi, 2018/11/24 

73. Baba, Y., Nanobiodevices and AI for Society 5.0: Super Smart Society, Kaohsiung Medical University, Kaohsiung, 

Taiwan, 2018/11/14 

74. Baba, Y., Analytical Chemistry Young Innovator Award, MicroTAS 2018, Kaohsiung, Taiwan, 2018/11/14 

75. 馬場嘉信, Nanobiodevices and AI for Society 5.0: Super Smart Society, North Carolina-NU, North Carolina, USA, 

2018/11/6 

76. 馬場嘉信, ナノバイオデバイスと AI が拓く次世代医療・ヘルスケア, CHEMINAS センサ・マイクロマシンと

応用システムシンポジウム, 札幌, 2018/10/30 

77. 馬場嘉信, 新学術領域 分子夾雑の生命化学, CHEMINAS 若手の会, 札幌, 2018/10/29 

78. 馬場嘉信, シンクロトロン光、ナノバイオデバイスと AI が拓く未来医療, 名古屋産業研究所 75 周年記念講演

会, 名古屋, 2018/10/5 

79. 馬場嘉信, ナノバイオデバイスと AI が拓く未来医療, 日本分析化学会 67 年会, 仙台, 2018/9/13-14 

80. Baba, Y., Nanobiodevices and AI for Future Healthcare, ITP 2018, Kyoto, 2018/9/1 

81. 馬場嘉信, ナノバイオデバイスと AI が拓く Society 5.0 と健康長寿社会, 第 58 回日本臨床化学会年次学術集

会, 名古屋, 2018/8/25 

82. Onoshima, D., Single Molecule and Cell Detection Devices for Diagnostics and Therapeutics in Precision Medicine, 9th 

International Conference on Nanotechnology: Fundamentals and Applications (ICNFA’18), Madrid, Spain, 2018/8/20 

83. 馬場嘉信, がん病態環境の分子夾雑マッピングデバイスの開発, 新学術領域｢分子夾雑化学｣班会議, 福岡, 

2018/5/24 
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84. 馬場嘉信, ナノバイオデバイスによる細胞外微粒子(エクソソーム、PM2.5、バイオエアロゾル)計測, 日本学術

振興会第 116 委員会, 東京, 2018/1/15 

85. Baba, Y., Nanobiodevices for Chemistry for Multimolecular Crowding Biosystems, 科研費新学術領域研究 分子夾

雑の生命化学第 1 回国際シンポジウム, 神戸, 2017/12/12 

86. 馬場嘉信, ナノバイオデバイスとAIが拓く次世代DNAシークエンス, キャピラリー電気泳動シンポジウム, 仙

台, 2017/11/30 

87. 馬場嘉信, ナノバイオデバイスとAIが拓くSociety 5.0:超スマート社会, 名古屋大学VBLシンポジウム, 名古屋, 

2017/11/22 

88. 湯川博, 量子ナノ材料による移植幹細胞 in vivo 蛍光イメージング, 第 60 回日本放射線影響学会, 2017/10/25 

89. 湯川博, 量子ナノ材料による移植幹細胞 in vivo イメージングと再生医療への貢献, Bio Japan2017, 2017/10/11 

90. 湯川博, 量子ナノ材料による移植幹細胞 in vivo イメージング, 第２６回日本バイオイメージング学会, 

2017/9/16 

91. 馬場嘉信, A03 班 分子夾雑の分析・応用化学, 科研費新学術領域研究 分子夾雑の生命化学第 1 回公開シンポ

ジウム, 東京, 2017/9/6 

92. Baba, Y., Frontiers in Biomedical Engineering Nanobiodevices for Medical Innovation, Universities of Freiburg 

Strasbourg Nagoya Interdisciplinary and International Summer School, 名古屋, 2017/9/1 

93. Y.Baba, Frontiers in Biomedical Engineering Nanobiodevices for Medical Innovation, Universities of Freiburg 

Strasbourg Nagoya Interdisciplinary and International Summer School(Nagoya), 2017/9/1 

94. 馬場嘉信, ナノワイヤデバイスによる体液中細胞外小胞・miRNA 解析, 第 9 回日本 RNAi 研究会、第 4 回細胞

外小胞学会, 広島, 2017/8/31 

95. Baba, Y., Nanobiodevices for single DNA analysis and quantum dot imaging of iPS cells for regenerative medicine, The 

1st QST International Symposium, Chiba, 2017/7/26 

96. 馬場嘉信, ナノテクノロジーと AI が拓く未来医療, 日本 DDS 学会, 京都, 2017/7/6 

97. Y. Baba, Nanobiodevices for Society 5.0, VIII International Congress on Analytical Nanoscience and Nanotechnology, 

NyNA 2017, 2017/7/3 

98. 馬場嘉信, ナノバイオデバイスによる幹細胞・エクソソーム intra vital イメージング, 第 55 回薬剤学懇談会研

究討論会（神戸）, 2018.6.14 

99. 馬場嘉信, ナノバイオデバイスと AI が拓く次世代医療・ヘルスケア,  創造機能化学講演会（東京）, 2018.6.12 

100. Y.Baba, Nanobiodevices and AI for Society 5.0: Super Smart Society, JSPS 116 Committee Nanyang University of 

Science and Technology Joint Symposium (Singapore),  2018.4.25-26 

101. 馬場嘉信, 名古屋大学のバイオナノ戦略, 産業技術総合研究所 バイオナノ研究会（名古屋）, 2018.3.27 

102. 馬場嘉信, ナノバイオデバイスとAIが拓くSociety 5.0:超スマート社会, バイオインダストリー協会 ヘルスケ

ア研究会（東京）, 2018.3.15 

103. Y. Baba, Nanobiodevices for Ultrafast DNA Sequencing, Cancer Theranostics, and iPS Cell-Based Regenerative 

Medicine, 14th US-JAPAN DDS SYMPOSIUM ( Hawaii ), 2017, 12, 15 

104. Y. Baba, Nanobiodevices and AI for Society 5.0: Super Smart Society, Shungkyunkwan University-Nagoya University 

Symposium ( Nagoya ), 2017, 12, 7 

105. 馬場嘉信, ナノバイオデバイスと AI が拓く Society 5.0:超スマート社会, 静電気学会シンポジウム( 東

京 ),  2017, 11, 20 

106. 馬場嘉信, ナノバイオデバイスと AI が拓くものづくり技術と再生医療実現, 再生医療の全体像を見渡せる分

かりやすい解説講座( 京都 ),  2017, 11, 9 

107. Y. Baba, Nanobiodevices and AI for Society 5.0; Super Smart Society, The Yonsei Chemistry Centennial & IBS 

International Symposium ( Seoul, Korea ),  2017, 11, 2 

108. 馬場嘉信, 生物機能を利用したデバイスが拓く Society 5.0 超スマート社会, NEDO『TSC Foresight』セミナー( 東

京 ), 2017, 11, 1 
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109. Y. Baba, Nanobiodevices and AI for Society 5.0: Super Smart Society, MicroTAS 2017 The 21st International 

Conference on Miniaturized Systems for Chemistry and Life Sciences ( Savannah, USA ), 2017, 10, 23 

110. 馬場嘉信, ナノバイオデバイスが拓く Society 5.0 と健康長寿社会, Bio Japan 2017( 横浜 ), 2017, 10, 11 

111. 馬場嘉信, ナノバイオデバイスに基づくがん診断・治療融合, 第 76 回本癌学会学術総会( 横浜 ), 2017, 9, 28 

112. Y. Baba , Nanobiodevices and AI for Society 5.0; Super Smart Society, The Sixth International Colloquium on 

Microfluidics ( Shenyang, China ), 2017, 9, 23 

113. Y. Baba, Nanobiodevices and AI for Society 5.0; Super Smart Society, North Calorina NU Tech 10th Anniversary 

Symposium ( North Carolina, USA ) , 2017, 9, 18 

114. 馬場嘉信, 未来医療・創薬における分析化学の役割, JASIS 2017 ( 幕張 ) , 2017, 9, 8 

115. 馬場嘉信, ナノバイオデバイスが拓く未来医療・創薬, JASIS 2017 ( 幕張 ), 2017, 9, 7 

A03 田端計画班 

1. 田端和仁,  マイクロデバイスにバクテリアを融合する, 第 92 回日本生化学会,2019,9,18 

2. Tabata K.V., In vitro genome amplification and editing, Minmal Cell Workshop,2021,9,20 

3. 田端和仁,  ウイルス 1 粒子計測によるウイルス集団の heterogeneity, 第 73 回日本生物工学会,2021,10,28 

4. Tabata K.V., Single-virus measurement reveals virus populations, Pacifichem 2021,2021,12,18 

5. 田端和仁,  バクテリアを微小容器に再構成する, 第 13 回日本ゲノム微生物学会, 首都大学東京, 2019,3,6. 

 

A01 公募班 

1. Hiroyuki Nakamura, Development of Intracellular Photocatalytic Proximity Protein Labeling (iPPL), The 9th 

International Conference on Chemical and Biological Sciences (ICCBS 2022) (online), February 28-March 3, 2022. 

2. 中村浩之、チロシン残基特異的ラベル化技術の開発、同仁化学研究所セミナー（オンライン） 2021 年 9 月

24 日 

3. Hiroyuki Nakamura, Tyrosine Residue-Specific Chemical Modification and Its Application, XI International Conference 

on Chemistry Young Scientists (Mendeleev 2021),  (hybrid, St. Petersburg, Russia) September 6-10, 2021. 

4. 林剛介, 日本薬学会第 142 年会（2022 年 3 月 28 日オンライン）「タンパク質化学合成〜低分子抗体の高機能化

を目指して〜」 

5. Gosuke Hayashi, PACIFICHEM2021（2021 年 12 月 22 日 online）「Fluorophore-labeled Synthetic Histone Proteins for 

Investigation of Nucleosome Dynamics」 

6. Gosuke Hayashi, PACIFICHEM2021（2021 年 12 月 21 日 online）「New Peptide Ligation Techniques for Enhanced 

Chemical Protein Synthesis」 

7. Gosuke Hayashi, PACIFICHEM2021（2021 年 12 月 19 日 online）「Advanced Chemical Synthesis of Modified Histone 

Proteins for Epigenetic Research」 

8. 林剛介, 第 44 回日本分子生物学会年会（2021 年 12 月 2 日 パシフィコ横浜）「有機化学と進化分子工学を活

用したユビキチンケモテクノロジー」 

9. 林剛介, 第 25 回 VBL シンポジウム（2021 年 11 月 26 日 オンライン）「タンパク質に代表されるポリアミド

型定序配列分子の化学合成」 

10. 林剛介, 第 11 回 CSJ 化学フェスタ 2021（2021 年 10 月 20 日 オンライン）「もう今はタンパク質もつくれま

す」 

11. 林剛介, 令和 3 年度 有機合成化学協会東海支部 若手研究者のためのセミナー（2021 年 8 月 オンライン）「タ

ンパク質を全合成するための最先端分子技術」 

12. 林剛介, 第 93 回日本生化学会大会（2020 年 9 月 14 日 オンライン）「タンパク質化学合成技術を駆使した修

飾タンパク質の創製と生化学研究への展開」 

13. 築地真也, 生細胞内タンパク質活性を操作する人工メンブレンレスオルガネラ, 第 31 回日本 MRS 年次大会 

シンポジウム「先導的スマートインターフェースの確立」, オンライン, 2021.12.15 
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14. Shinya Tsukiji, Chemical tools for manipulating signaling proteins and lipids on organelle membranes, 第 59 回日本生

物物理学会 シンポジウム「生体膜機能の人工制御化に有用な新アプローチと生物物理呼応,オンライ

ン,2021.11.26 

15. 築地真也, 生細胞内シグナルを操作する分析法, 第 31 回基礎及び最新の分析化学講習会―最先端生命科学領

域における分析化学―, オンライン, 2021.11.09 

16. 築地真也, 細胞内の分子局在を操作するケミカルアプローチ, 第8回バイオ関連化学シンポジウム若手フォー

ラム, オンライン, 2021.09.03 

17. Shinya Tsukiji, Chemical control of subcellular protein localization using synthetic self-localizing ligands, , FIBER核酸

化学ユニバース 2, 2021.07.21 

18. 築地真也, 光応答型局在性リガンドによる細胞内シグナル時空間光操作, 第 43 回日本光医学・光生物学会 シ

ンポジウム「光機能分子の最前線〜光と分子ができること〜」, オンライン, 2021.07.02 

19. 築地真也, 細胞内分子活性を制御する人工タンパク質コンデンセート, 第 21回蛋白質科学会年会 ワークショ

ップ「タンパク質の液液相分離―計測、制御、応用―」, オンライン, 2021.06.17 

20. 築地真也, 人工タンパク質コンデンセートを用いた細胞内タンパク質活性操作, 日本薬学会第 141 年会 一般

シンポジウム「薬学における生命指向型化学（機能性分子を基軸とした生命現象の可視化・解明）」, オンラ

イン, 2021.03.29 

21. 築地真也, 細胞空間のタンパク質局在を操るケミカルバイオロジー, 大阪府立大学第 5回創薬科学研究所セミ

ナー・第 111 回生物科学フロンティアセミナー, オンライン, 2020.12.18 

22. 築地真也, SLIPT：タンパク質局在と細胞内シグナルを操る化学ツール, 第 8 回“光”機到来！Q コロキウム, オ

ンライン, 2020.10.30 

23. Hiroyuki Nakamura,Development of Protein Chemical Labeling: From Target Identification to Cancer Therapy,The 21st 

RIES-Hokudai International Symposium,online, Sapporo,December 10-11, 2020 

24. Asian Chemical Congress (ACC 2019),Taipei,December 8-12, 2019 

25. Hiroyuki Nakamura,Site-selective Protein Chemical Modification Using Tyrosine Click Reaction 

26. Hiroyuki Nakamura,Tyrosine-Specific Protein Chemical Labeling,ICPAC Yangon 2019 (Yangon, Myanmar), August 

6-9, 2019 

27. 中村浩之、反応有機化学から生命分子夾雑科学へ、第 30 回記念 万有仙台シンポジウム、2019.6.29 

28. Hiroyuki Nakamura, Protein Engineering Using Chemical Labeling Technology, International Conference of Material 

Design and Applications (ICMDA) 2019, 東京工業大学,April 13-15, 2019 

29. 築地真也, SLIPT：タンパク質局在と細胞内シグナルを操る化学遺伝学テクノロジー, 第 72 回日本細胞生物学

会大会, 京都みやこめっせ, 2020.6.9–11  

30. 築地真也, 細胞内シグナル分子操作の新基盤となる人工タンパク質クラスター技術, 日本薬学会第 140年会, 国

立京都国際会館他, 2020.3.25–28  

31. Shinya Tsukiji, SLIPT: a chemical approach for controlling protein localization and mammalian cell signaling 2nd 

WPI-NanoLSI Special Seminar –Frontiers in Chem-Bio–, 金沢大学自然科学図書館棟大会議室, 2020.1.30  

32. Shinya Tsukiji, Chemical control of protein localization in the multimolecular cellular space, 第 57 回日本生物物理学

会年会, 宮崎県シーガイアコンベンションセンター, 2019.9.24–26 

33. 築地真也, 人工メンブレンレスオルガネラによる細胞内シグナル操作, 蛋白質研究所セミナー「液ー液相分離

の新淡路島夢舞台国際会議場たな展開へ向けて」, 大阪大学蛋白質研究所, 2019.9.12–13 

34. 築地真也, 細胞内分子の局在を操るケミカルツール, 第 38 回分子病理学研究会淡路シンポジウム, 淡路島夢舞

台国際会議場, 2019.7.19–20 

35. 築地真也, 細胞内の分子局在を操るケミカルアプローチ, 第 5 回生体分子科学シンポジウム, 京都大学 iCeMS

本館, 2019.7.2 

36. 築地真也, 細胞夾雑空間でのタンパク質局在を操るケミカルツール, 第 19 回日本蛋白質科学会年会・第 71 回

日本細胞生物学会大会 合同年次大会, 神戸国際会議場他, 2019.6.24–26  
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37. 中村浩之、反応有機化学から生命分子夾雑科学へ, 第 30 回記念万有仙台シンポジウム, 招待講演（仙台）

2019.6.29.  

38. Hiroyuki Nakamura, Isoxazole-Based Transformations via Direct C-H Activations, The Fifth International Scientific 

Conference “Advances in Synthesis and Complexing”Invited Lecture (Moscow) April 22-26, 2019. 

39. Hiroyuki Nakamura, Protein Engineering Using Chemical Labeling Technology, ICMDA&ICCFE 2019, Keynote 

Lecture（Tokyo）April 13-15, 2019. 

40. Hiroyuki Nakamura, Boron Neutron Capture Therapy : Current Status and Future Aspect, International Conference on 

Chemistry and Chemical Process (ICCCP 2019) Keynote Lecture (NSU, Singapore)  February 26-28, 2019 

41. Hiroyuki Nakamura, Cancer Therapy Using Boron: Target Protein Identification and Neutron Capture Therapy, PBSi 

2018,  Plenary Lecture, Barcelona Spain, December 10-12, 2018. 

42. 中村浩之、タンパク質の部位特異的化学修飾とがん治療への展開, 第 76 回有機合成化学協会関東支部シンポ

ジウム、特別講演（長岡技術科学大学、新潟）2018.12.1-2. 

43. Hiroyuki Nakamura, Boron Neutron Capture Therapy : Current Status and Future Aspect, 2018 2ndInternational 

Conference on Sensors, Materials and Manufacturing (ICSMM2018), Keynote Lecture, Taipei Taiwan, November 19-21, 

2018 

44. Hiroyuki Nakamura, Current status and future aspect of boron neutron capture therapy, 2018 NSFC-CAS-JSPS 

symposium, Keynote Lecture (Tianjin, China) Oct 12, 2018 

45. 山次健三,ヒストンに翻訳後修飾を導入する化学触媒, 日本薬学会第１３９年会 有機合成化学の若い力, 

2019.03.21.  

46. 山次健三,ヒストンに翻訳後修飾を導入する人工化学触媒, 千葉大学大学院薬学研究院第１２回化学系若手研

究者講演会, 2018.09.10.  

47. T. Ozawa, Imaging and Manipulating GPCRs in Live Cells with External Light. 10th Singapore International Chemistry 

Conference (SICC10)(Singapore), 2018. 12. 20. 

48. T. Ozawa, Novel design of luminescent sensors and optical switches for cellular analysis-Opto-bioanalysis-. Hwasun 

Optical & Molecular Imaging Workshop and Symposium (HOWS)(Chonnam, Korea), 2018. 12. 11. 

49. T. Ozawa,Novel Design of Luminescent Sensors and Optical Switches for Single Cell Analysis.  4thInternational 

Symposium on Molecular Imaging and Nanomedicine (Suzhou, China), 2018. 11. 6. 

50. T. Ozawa, Imaging and Manipulating Intracellular signals in Single Live Cells with External Light. the 10th 

International Forum on Post-Genomic Technology (IFPT’10) and the 11th International Workshop on Approaches to 

Single-Cell Analysis (IWSC’11) (Nanjing, China), 2018. 10. 21. 

51. 小澤岳昌，光でタンパク質を操作し観察する細胞解析技術—オプトバイオアナリシス—．日本分析化学会第６

７年会（仙台，宮城），2018.9.12.  

52. T. Ozawa, Imaging and Controlling GPCR activities in live cells. The 5thAsian Chemical Biology Conference (Xi’an, 

China), 2018. 8. 22. 

53. 小澤岳昌，生細胞内 GPCR 動態の可視化と制御．生理研研究会（岡崎，愛知），2018.7.6. 

54. T. Ozawa, Opto-bioanalysis: Imaging and controlling GPCR activities in living cells. IUBMB (COEX Seoul, Korea), 

2018. 6. 5. 

55. 小澤岳昌，光で生体分子を操作し観察する新たな細胞解析技術．日本分光学会年次講演会（慶応大学日吉キ

ャンパス，神奈川），2018.5.22. 

56. H. Nakamura, Cancer Therapy Using Boron: Target Protein Identification and Neutron Capture Therapy, Plenary 

Lecture, Barcelona Spain, December 10-12, 2018.  

57. 中村浩之, タンパク質の部位特異的化学修飾とがん治療への展開. 第76回有機合成化学協会関東支部シンポジ

ウム、特別講演（長岡技術科学大学、新潟）2018.12.2 

58. Shinya Tsukiji, SLIPT: a chemical approach for controlling protein localization using self-localizing ligands, 

ProbeFest2018, Janelia Research Campus, USA, 2018.10.14–17 
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59. 築地真也, 生きた細胞内のタンパク質を動かすデリバリー化合物, 第 18 回遺伝子・デリバリー研究会夏季セミ

ナー, 北九州市立大学小倉サテライトキャンパス, 2018.7.29 

60. Hiroyuki Nakamura (Keynote Lecture) Albumin-Based Boron Delivery to Tumor on BNCT, The 2nd Symposium 

on Organic/Inorganic Nanohybrid Platforms for Precision Tumor Imaging and Therapy(Ewha Womans University, 

Korea) 2018.7.12-13 

61. Hiroyuki Nakamura (Invited Lecture) Development of anticancer agents targeting hypoxia signaling in cancer, 

Medicinal Chemistry Seminar (Dalian University of Science and Technology, China) 2018.6.1 

A02 公募班 

1. 毛利一成, 走査型共焦点顕微鏡を用いた FCS 法によるストレス顆粒内外の分子動態観察光塾（オンライン）

2021/9/28 

2. 松浦和則, 光誘起非対称ペプチドナノファイバー成長による走光性 DNA 集合体, 光・量子デバイス研究会

（オンライン）2021/6 

3. 松浦和則, 化学でウイルスレプリカを合成する, ウイルス若手研究集会 2021（オンライン）2021/12 

4. Kazunori Matsuura, Protein-decorated artificial viral capsids self-assembled from beta-annulus peptides., 

PACIFICHEM (online) 2021/12 

5. Shinji Kajimoto and Takakazu Nakabayashi, Label-free visualization of intracellular temperature by using water 

Raman band, 18th International Conference on Flow Dynamics, Online, 2021.10.27-29 

6. 松浦和則, 分子設計によるウイルス様ペプチドナノカプセルと微小管内部結合ペプチドの創製, Tottori Basic 

Research Forum, 鳥取大学病院, 2021.4.19. 

7. Kazunori Matsuura, Encapsulation of Proteins and Nanoparticles using Tau-derived Peptide into Microtubules, The 

18th Akabori Conference (German-Japanese Symposium on Peptide Science), Online, 2021.3.8. 

8. 松浦和則，分子設計ペプチドでナノ構造を創る・制御する，岐阜大学 生命化学コース セミナーシリーズ（オ

ンライン） 2021.1.12 

9. 松浦和則，分⼦設計ペプチドによるナノ制御システムの創成，分子夾雑の生命化学 第 1 回東海地区シンポジ

ウム（名古屋工業大学） 2020.10.26  

10. 松浦和則、ペプチド分子設計によるナノマテリアルの創製、第 409 回化学セミナー（福井大学文京キャンパ

ス）、2019.12.23 

11. 松浦和則、ペプチドの自己集合による人工ウイルスキャプシドの創製、新学術領域「分子夾雑の生命化学」

第２回関西地区シンポジウム（京都大学桂キャンパス）、2019.12.17 

12. Kazunori Matsuura, Construction of Artificial Envelope-typeViral Capsids, Okinawa Colloids 2019 (Bankoku 

Shinryokan, Nago),  2019.11.4 

13. 松浦和則、ペプチドの分子設計による自己集合ナノシステムの創製、第 68 回高分子討論会（福井大学文京キ

ャンパス）、2019.9.26 

14. 松浦和則、ペプチド分子設計による人工ウイルスキャプシドならびに微小管内包分子の創製、第 71 回日本生

物工学会（岡山大学津島キャンパス）、2019.9.16 

15. 松浦和則、ペプチド合成による人工ウイルスキャプシドと微小管内包材料の創製、生体機能関連化学部会若

手の会第 31 回サマースクール（八王子、大学セミナーハウス）、2019.7.16 

16. 藤原慶、細胞を創る：細胞分裂面決定機構の人工細胞内再構成、第 91 回日本生化学会大会、2018 年 9 月 24

日、京都国際会館 

17. 中曽根祐介, 光で捉える生体分子の揺らぎ・ダイナミクス, 分子科学研究所『所長招聘研究会』, 分子科学研

究所（明大寺キャンパス）, 2019.1.25.  

18. 中曽根祐介, 時間分解拡散法で捉える蛋白質反応, 分子研セミナー『2030 年の生命分子科学を語る！』, 分子

科学研究所（明大寺キャンパス）, 2018.12.  
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19. 喜井勲, An alternative strategy to develop a selective kinase inhibitor. 京都大学大学院理学研究科特別学術セミナ

ー, 2018.10.11 

20. 喜井勲, リン酸化酵素のフォールディング中間体を標的とした創薬研究. 秋田大学大学院医学研究科大学院

セミナー, 2018.6.27 

21. 喜井勲, An alternative strategy to develop a selective kinase inhibitor. The Biological Symposium 国立遺伝学研究所, 

2018.7.18 

22. Kenji Sugase, High-Sensitivity Rheo-NMR Spectroscopy for Protein Studies, 17th IPR Retreat, 大阪大学銀杏会館, 

2018.12.20 

23. K. Matsuura, Surface-decorated artificial viral capsids self-assembled from viral beta-annulus peptides, 2019 Physical 

Virology, Gordon Research Conference, Ventura, USA, 2019/1/22 

24. K. Matsuura, Dressed-up Artificial Viral Capsids self-assembled from Viral beta-Annulus Peptides, 10th International 

Peptide Symposium, 京都, 2018/12/4 

25. K. Matsuura,  Artificial Viral Capsid decorated with Enzymes by Peptide Self-assembly, The 17th Akabori Conference 

(German-Japanese Symposium on Peptide Science), Lindau, Germany, 2018/9/5 

26. K. Matsuura, Functionalized Artificial Viral Capsids self-assembled from beta-Annulus Peptides, 5th Asian Chemical 

Biology Conference (ACBC5), Xi’an, China, 2018/8/20 

27. 松浦和則，ペプチドを設計して超分子材料を創る，2018 年度中国四国地区高分子講演会，岡山大学，2018/11/13 

 

A03公募班 

1. 新井敏, SONY グループ社内講演会（2022 年 3 月 4 日 オンライン）「細胞 1 個の温度を測り、制御する細胞熱

工学」 

2. 新井敏, 第 59 回日本生体医工学大会（2020 年 5 月 26 日 オンライン）「1 細胞のエネルギーフローを可視化す

るための蛍光センサーの創製」 

3. 新井敏, 第 21 回⽇本蛋⽩質科学会年会 （2021 年 6 月 16 日 オンライン）「単色蛍光タンパク質型 FLIM セン

サーを用いた ATP の時空間定量イメージング」 

4. 新井敏, 第 99 回日本生理学会大会（2022 年 3 月 16 日 仙台）「細胞熱工学の深化：色素を巧みに利用する温度

計測と制御」 

5. Noritada Kaji, Electrical sensing of a single bacterium and cell by microfluidic devices, Research Forum: “Novelty in 

analytical method for diagnositic and biomarker detection”, Bangkok, Thailand, 2018/7/23 

6. Noritada Kaji, An assessment of mesenchymal stem cell properties by ionic current detection system in microfluidic 

devices, RSC Tokyo Inernational Conference 2018 ~Future of Single Cell Analysis~ International Conference Session, 

JASIS Conference, Makuhari, Japan, 2018/9/7  

7. Noritada Kaji, Micro and nano-sensing techniques for the diagnosis of bacteria and cells, International Conference on 

Nanomaterials and Nanotechnology, London, UK, 2018/10/29 

8. 加地範匡, 1 細胞パルペーションデバイスの開発, 分析化学会年会, 仙台, 2018/9/12 

9. Noritada Kaji, Interactive biodevices for sensing a single cell, The Second International Workship by the 174th 

Committee JSPS on Symbiosis of Biology and Nanodevices, Kyoto, Japan, 2019/1/29 

10. Noritada Kaji, Microfluidic devices for bioanalysis: A new mechanical phenotyping of cells and extracellular vesicles 

analysis, International symposium between National University of Singapore and Kyushu University, Fukuoka, Japan, 

2019/11/29 

11. Noritada Kaji, Mechanical phenotyping of a single cell by microfluidic devices, The 8th International Conference on 

BioSensors, BioElectronics, BioMedical Devices, BioMEMS/NEMS & Applilcations 2019 (BioApps2019), kagoshima, 

Japan, 2019/12/19  

12. Noritada Kaji, Yuya Hattori, Ttaisuke Shimada, Takao Yasui, Yoshinobu Baba, Electroosmotic flow-driven continuous 
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separation of extracellular vesicles in nanopillar array chips, HPLC2019 Kyoto (49th International symposium on high 

perfomance liquid phase separations and related techniques), Kyoto, Japan, 2019/12/5  

13. 加地範匡, マイクロ流体デバイスによる単一細胞センシング, 第６９回中国四国産学連携化学フォーラム, 東

広島, 2019/4/5 

14. 加地範匡, 単一細胞センシング技術を用いたバイオ分析から環境分析まで, 平成 31 年度第 1 回 生物医化学セ

ミナー, 東京, 2019/4/12 

15. 加地範匡, インタラクティブバイオ界面デバイスの開発, 第 79 回分析化学討論会, 北九州, 2019/5/18 

16. 加地範匡, マイクロ流体デバイスによる単一細胞解析, 第 80 回応用物理学会秋季学術講演会, 札幌, 2019/9/21 

17. 加地範匡, 単一分子解析から単一細胞解析へ：マイクロ流体デバイスで何ができるか？, 分子ナノテクノロジ

ー第 174 委員会 第 67 回研究会, 横浜, 2019/12/11  

18. 加地範匡, utas による化学・生化学分析 ～「単一」粒子解析から「単一」細胞解析まで～, 東北大学非常勤講

師, 仙台, 2020/01/29  

19. 加地範匡, 単一細胞解析デバイスの開発, 日本分析化学会 第 69 年会, 名古屋（オンライン）, 2020/9/17 

20. 加地範匡, マイクロ・ナノバイオテクノロジーによる単一分子・単一細菌・単一細胞解析, 徳島大学大学院 医

歯薬学研究部・BRIGHT 合同公開シンポジウム, 徳島, 2020/12/14 

21. 加地範匡, 非標識・非破壊単一細胞分析法の開発, 分析化学討論会, 札幌, 2020/5/23  

22. 加地範匡, 単一細菌・単一細胞の電気的センシング技術の開発, 電気化学会電気化学セミナーC, オンライン, 

2020/11/6 

23. 加地範匡, マイクロ流体デバイスを用いた単一細胞解析アプローチ, ナノ・マイクロ化学分析研究懇談会、日

本分析化学会第 70 年会、2021 年 9 月 24 日、オンライン 

24. 加地範匡, オンチップ単一細胞センシング, CHEMINAS44, Future Technologies from Himeji 合同招待セッショ

ン、2021 年 11 月 10 日、オンライン 

25. Noritada Kaji, A single cell mechanical assay on a chip, Noritada Kaji, e-MSB 2021 (37th International Symposium on 

Microscale Separations and Bioanalysis), 2021/7/14, Virtual Edition 

26. Noritada Kaji, A single cell analysis technique on a chip for cancer research, China-Japan-Korea Scientific Instrument 

Development Forum (The 23rd Annual Meeting of the Chinese Association of Science and Technology), 2021/7/27, 

Beijing, China (A hybrid event together with in-person and virtual attendees) 

27. Noritada Kaji, Continuous separation and modification of extracellular vesicles in micro and nanofluidic devices, 

PACIFICHEM2021, 2021/12/19, Onl-line 

28. Noritada Kaji ,Single cell palpation device for a novel non-labeling and non-destructive cell analytical technique 

PACIFICHEM2021, 2021/12/21, Onl-line 

29. 大塚洋一,走査型プローブエレクトロスプレーイオン化法による生体組織内多次元化学分布情報計測, 第 21 回

日本蛋白質科学会年会（オンライン）, 2021.6.16 

30. 大塚洋一, ピコリットル液体を用いる質量分析イメージング技術の研究開発  R026 先端計測技術の将来設計

委員会 第 4 回研究会（オンライン）, 2021.4.20 

31. Yasuo Uchida, 定量プロテオミクスに基づく血液脳関門の輸送機能および病態変動機構の解明、日本薬学会 

第 140 年会、2020 年 3 月、国立京都国際会館 

32. Yasuo Uchida, Next generation quantitative proteomics opens up the new fields of CNS barrier studies, Cerebral 

Vascular Biology Conference, June 18-23, 2020 Uppsala 

33. Yasuo Uchida, P-glycoprotein activation at the blood-brain barrier as a new potential therapy of brain infarct, the 23rd 

North American ISSX and 35th JSSX Meeting, Hawai, October 4 – 8, 2020 

34. 福山真央, ナノ・マイクロの界面現象を利用した分析化学, 第五回松ヶ崎サイエンスフォーラム (オンライン) 

2021.1.8 

35. Mao Fukuyama, Micelle manipulation for biochemical microanalyses using microdroplets, Pacifichem 2021 (Online) 

2021.12.20 
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36. 福山真央, ナノ・マイクロサイズの分析化学 ～微小現象の理解に向けて～, 第８回 V-iCliniX 講座セミナー 

(オンライン) 2021.11.15 

37. 武森信曉, PEPPI-MS: トップダウンプロテオミクスのためのサンプル前分画ワークフロー 第 72 回日本電気

泳動学会総会（オンライン） 2021.07.15. 

38. 武森信曉, Gel-Based Proteomics の新戦略 −トップダウン質量分析と SDS-PAGE の融合− 第 18 回北里疾患プ

ロテオーム研究会（オンライン） 2021.03.19. 

39. 武森信曉, Gel-Based Top-Down Proteomics: プロテオミクス研究領域におけるポリアクリルアミドゲル電気泳

動の新規活用法（オンライン） 2020.11.13. 

40. Y. Otsuka, Scanning probe electrospray ionization: fusion of SPM with mass spectrometry, 28th international colloquium 

on scanning probe microscopy, Zoom, 2020.12.10 

41. 大塚洋一, 走査型プローブエレクトロスプレーイオン化法の開発研究, 第 166 回, 質量分析関西談話会,  Zoom, 

2020.7.18 

42. 大塚洋一, 走査型プローブエレクトロスプレーイオン化法の開発と生体組織の多次元化学情報計測, 日本顕微

鏡学会第 76 回学術講演会, 大阪国際交流センター 2020.5.28 

43. 大塚洋一, 細胞や組織の化学状態を捉える大気圧サンプリングイオン化質量分析法の開発, 第 80 回分析化学

討論会, 北海道教育大学 , 2020.5.26 

44. 大塚洋一, Mass spectrometry imaging of human heart tissue by scanning probe electrospray ionization with feedback 

control system，サントリー生命科学財団生物有機科学研究所シンポジウム， 2020.1.17 

45. 武森 信曉, 包括的プロテオーム定量のための QconCAT 合成パイプライン, 日本プロテオーム学会 2019 年大会 

第 70 回日本電気泳動学会総会（宮崎シーガイアコンベンションセンター）, 2019 年 7 月 25 日 

46. 大塚 洋一, 走査型プローブエレクトロスプレーイオン化法（SPESI）の開発と生体分子情報計測, 九州大学理

学院セミナー（九州大学筑紫キャンパス）, 2019.12.13 

47. Yoichi Otsuka, Development of Scanning Probe Electrospray Ionization for Biomedical Imaging,大阪大学 知の共創プ

ログラム 公開シンポジウム イメージング質量分析の潮流（大阪大学中之島センター）, 2019.2.5 

48. Y Uchida, Y Hoshi, M Tachikawa, S Ohtsuki, PO Couraud, T Suzuki and T Terasaki, Blood-brain barrier P-glycoprotein 

activation as a new potential therapy of brain infarct, 34th JSSX annual conference, 2019.12.9-12.12 

49. 内田康雄：定量プロテオミクスに基づく血液脳関門の輸送機能および病態変動機構の解明、日本薬学会 第 140

年会、2020 年 3 月 25～28 日、国立京都国際会館 

50. 内田康雄：Next generation quantitative proteomics “SWATH-MS 法”、東京大学大学院薬学系研究科セミナー、

2019 年 6 月 5 日、東京大学大学院薬学系研究科 

51. Y Uchida, Key Issues and Our Solutions in Transporter Proteomics, The Seminar of University of Eastern Finland, 

School of Pharmacy, Kuopio, Finland, May 7, 2019 

52. 武森信暁, 簡単 DIY で内部標準ライブラリ構築, 日本プロテオーム学会 第 9 回プロテオミクストレーニングコ

ース「生命機能解析のためのプロテオミクス」, 徳島大学 先端酵素学研究所 藤井節郎記念医科学センター, 

2019.7.5. 

53. 大塚洋一, 多彩な生体情報を可視化する走査型プローブエレクトロスプレーイオン化法の開発 , 金沢大学

NanoLSI 公開セミナー, 2019.03.18.  

54. Yoichi Otsuka, Development of Scanning Probe Electrospray Ionization for Biomedical Imaging, 大阪大学知の共創プ

ログラム公開シンポジウム, 2019.03.05.  

55. Yoichi Otsuka, Ambient Sampling and Ionization with a Single Capillary Probe: Development of scanning probe 

electrospray ionization (SPESI), Seminar in Analytical Division, Indiana University Bloomington, 2019.02.07.  

56. 内田康雄：次世代型定量プロテオミクスSWATH法に基づく多発性硬化症の中枢関門の破綻メカニズムの解明、

第４０回生体膜と薬物の相互作用シンポジウム、2018.10.19.、仙台 

57. 内田康雄：次世代型定量プロテオミクスに基づく中枢疾患創薬のための薬物中枢移行性の制御機構の解明と中

枢移行性予測、武田薬品工業株式会社湘南研究所セミナー、2018.9.13.、武田薬品工業株式会社 湘南研究所 
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58. Uchida Y: Membrane Enrichment and Sample Preparation for Targeted Proteomics, ISSX Workshop on LC-MS 

proteomics, Takeda Pharmaceuticals U.S.A. Cambridge, MA, September 27, 2018 

59. Y. Otsuka, Ambient Sampling and Ionization with a Single Capillary Probe: Development of Scanning Probe 

Electrospray Ionization (SPESI), Bioscience Seminar Series, Uppsala University, Sweden, 2018.11.2 

60. Y. Otsuka, Development of Tapping-mode Scanning Probe Electrospray Ionization (t-SPESI), M4I Lectures, Maastricht 

University, Netherlands, 2018.10.30 

61. 大塚洋一, 医療応用を志向する極致イメージング質量分析法と特徴量抽出法の開発, MEI クラブ（大阪大学）, 

2018.6.12 

62. Nobuaki Takemori, A multiplexed co-synthesis system for stable isotope-labeled peptide standards using wheat germ 

cell-free synthesis and its application to quantitative proteomics (JPrOS Award Lecture), Mass Spectrometry and 

Proteomics 2018 (Osaka), 2018.5.17 

63. 内田康雄, SWATH-MS プロテオミクスによる網羅的かつ高精度なバイオマーカー探索と定量, 第 45 回 BMS コ

ンファレンス(宮城県岩沼市), 2018.7.4-6 

64. 内田康雄, Next generation quantitative proteomics “SWATH-MS 法”, Mass Spectrometry and Proteomics 2018 

(MSP2018)（日本質量分析学会・日本プロテオーム学会 2018 年合同大会）(大阪)、ランチョンセミナー, 

2018.5.15-18 

 

2. 受賞 

1. 第 40 回有機合成化学奨励賞（A01: 林） 

2. 第 58 回ペプチド討論会ポスター発表優秀賞（A01: 橋本雅也（M2）＠林班） 

3. 2020 年有機合成化学協会研究企画賞（A01: 林） 

4. 第 26 回京大化研学生研究賞（A01:岩田 恭宗（D1）@二木班） 

5. 第 58 回ペプチド討論会優秀発表賞（A01:岩田 恭宗（D1）@二木班） 

6. RSC Organic & Biomolecular Chemistry Award（第 15 回バイオ関連化学シンポジウム優秀ポスター賞）（A01:

岩田 恭宗（D1）@二木班） 

7. RSC Organic & Biomolecular Chemistry Poster Prize（日本ケミカルバイオロジー学会第 15 回年会）（A01:岩田 恭

宗（D1）@二木班） 

8. 日本薬学会 141 年会（広島）学生優秀発表賞（A01:岩田 恭宗（M2）@二木班） 

9. 第 57 回ペプチド討論会若手口頭発表優秀賞（A01:坂本健太郎（D3）@二木班） 

10. Travel Award at the 13th Australian Peptide Conference（A01:益田俊博（D3）@二木班） 

11. 日本薬学会第 139 年会学生優秀発表賞（口頭発表の部）（A01:益田俊博（D2）@二木班） 

12. 日本ペプチド学会トラベルアワード：第 22 回韓国ペプチドシンポジウム（A01:益田俊博（D2）@二木班） 

13. 22nd Korean Peptide and Protein Society Symposium, 2018 Young Scientist Award（A01:益田俊博（D2）@二木班） 

14. 第 64 回日本生化学会近畿支部例会優秀発表賞（A01:益田俊博（D1）@二木班） 

15. 第 11 回 CSJ 化学フェスタ 2021 優秀ポスター発表賞（A03:糸井祐人（M2）@大塚班） 

16. 2021 年度第 15 回近畿支部若手夏季セミナーサイエンスアート賞（A03:大手虹歩（B4）@大塚班） 

17. 日本薬剤学会第 36 年会、永井財団大学院学生スカラシップ（A03: 手塚（M1)@内田班） 

18. 第 46 回日本医用マススペクトル学会年会、若手優秀発表賞（A03: 竹内（M2)@内田班） 

19. 日本薬剤学会第 35 年会、永井財団大学院学生スカラシップ（A03 : 竹内（M1)@内田班） 

20. Journal of Pharmaceutical Sciences, Top reviewer award（A03: 内田） 

21. 日本分析化学会 2021 年度奨励賞受賞（A03 : 福山） 

22. 第 47 回日本臓器保存生物医学会学術集会 会長賞（A03:森田紗布(M2)@馬場班） 

23. 令和 3 年秋の褒章 紫綬褒章 (A03:馬場) 

24. 第 1 回 日本化学会東海支部 奨励賞 (A03:有馬@馬場班) 

25. 第 40 回有機合成化学奨励賞（A01：真鍋） 
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26. 第 5 回バイオインダストリー奨励賞（A03 : 清水） 

27. 日本生物工学会 第 43 回生物工学奨励賞（照井賞）（A03 : 清水） 

28. 第 20 回 2020 年度 船井学術賞 ( A03 : 安井@馬場班 ) 

29. 公益財団法人エレキテル尾崎財団 源内賞 ( A03 : 武森 ) 

30. 令和 2 年度中谷賞奨励賞 ( A03 : 安井 ) 

31. 令和 2 年度 化学とマイクロ・ナノシステム学会 学会賞 ( A03 : 馬場 ) 

32. 日本化学会第 70 回進歩賞 ( A01 : 窪田 ) 

33. 第 73 回日本化学会賞 ( A03 : 馬場 ) 

34. 令和 2 年度日本糖質学会奨励賞（A01：真鍋） 

35. 第 41 回日本炎症・再生医学会 ポスター発表優秀演題賞 ( A03 : 服部亮佑(M2) @馬場班） 

36. 第 7 回バイオテックグランプリ Taisho FRC 賞・日本ユニシス賞（A3：小野島 @馬場班） 

37. 第 19 回日本再生医療学会総会 Poster Teasers ( A03 : 宮地冬(M2) @馬場班） 

38. 第 19 回日本再生医療学会総会 Poster Teasers ( A03 : 服部亮佑(M2) @馬場班） 

39. 北京大学 Xingda lectureship award (A01: 浜地） 

40. 第 14 回バイオ関連化学シンポジウムポスター賞 (A01: M2 美野丈晴@浜地班) 

41. 2020 年度日本核磁気共鳴学会進歩賞（A02:竹内） 

42. 2020 年度日本質量分析学会奨励賞（A03：大塚） 

43. 令和 2 年度科学技術分野文部科学大臣表彰若手科学者賞（A3：安井 @馬場班） 

44. 令和元年度化学とマイクロ・ナノシステム学会 若手優秀賞( A03 : 有馬@馬場班） 

45. 第 14 回わかしゃち奨励賞 優秀賞( A03 : 有馬@馬場班） 

46. 第 3 回 QST 国際シンポジウム優秀発表賞 ( A03 : 公文優花(M2) @馬場班） 

47. 第 72 回日本化学会賞 ( A02 : 杉本 ) 

48. 徳永啓佑, RSC ポスター賞, 日本ケミカルバイオロジー学会第 14 回年会 (A01 : 王子田 ) 

49. 進藤直哉, Best Poster Prize, EFMC International Symposium on Advances in Synthetic and Medicinal 

Chemistry(A01 : 王子田 ) 

50. 進藤直哉, 優秀論文賞, 有機合成化学協会九州山口支部 (A01 : 王子田 ) 

51. 2020 年度日本薬学会賞 (A01 : 二木 ) 

52. ハンガリー科学アカデミー名誉会員 (A01 : 二木 ) 

53. 2019（令和 1）年度日本臓器保存生物医学会「研究奨励賞」 ( A03 : 湯川@馬場班 ) 

54. 中国科学院大連化学物理研究所 70 周年記念 Lecture ( A03 : 馬場 ) 

55. 第 6 回国際バイオイメージングシンポジウム及び第 28 回日本バイオイメージング学会学術集会 ベストイメ

ージング賞 ( A03 : 公文(M1)@馬場班 ） 

56. in vivo イメージングフォーラム 2019 優秀賞 ( A03 : 服部(B4)@馬場班 ） 

57. in vivo イメージングフォーラム 2019 優秀賞 ( A03 : 宮地(B4)@馬場班 ） 

58. 第 3 回バイオインダストリー奨励賞 ( A03 : 湯川@馬場班 ) 

59. 第 3 回バイオインダストリー奨励賞 ( A03 : 安井@馬場班 ) 

60. 大学発ベンチャー表彰 2019 新エネルギー・産業技術総合開発機構 理事長賞 ( A03 : 安井@馬場班 ) 

61. 日本化学会第 99 春季年会において学生講演賞( A03 : Liu(D3)@馬場班 ) 

62. 2020 年度日本薬学会奨励賞( A03 : 内田 ） 

63. 第 41 回生体膜と薬物の相互作用シンポジウム 優秀発表賞( A03 : 後藤（B6) @内田班） 

64. 2019 年度高分子学会三菱ケミカル賞 ( A02：松浦 ) 

65. 日本薬剤学会第 34 年会 永井財団大学院学生スカラシップ( A03 : 笠森（M1) @内田班） 

66. 日本薬学会第 139 年会 優秀発表賞( A03 : 泰井（M1) @内田班） 

67. 日本薬学会第 139 年会 優秀発表賞( A03 : 八木（M2) @内田班） 

68. 第 40 回生体膜と薬物の相互作用シンポジウム 優秀発表賞( A03 : 黒田（D4) @内田班） 
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69. 日本薬物動態学会 トラベルグラント( A03 : 梅津（M2) @内田班） 

70. 日本薬物動態学会 トラベルグラント( A03 : 佐々木（M1) @内田班） 

71. 日本薬剤学会第 33 年会 最優秀発表者賞( A03 : 佐々木（M1) @内田班） 

72. 日本薬剤学会第 33 年会 永井財団大学院学生スカラシップ( A03 : 佐々木（M1) @内田班） 

73. 日本薬学会第 138 年会 学生優秀発表賞( A03 : 後藤（B4) @内田班） 

74. 日本薬物動態学会第 32 回年会 優秀口頭発表賞( A03 : 平野（M1)@内田班） 

75. 日本薬物動態学会第 32 回年会 優秀口頭発表賞( A03 : 内田 ） 

76. 第 18 回日本再生医療学会総会  Poster Teasers（優秀演題）( A03 : 公文(M1) ） 

77. 第 13 回 わかしゃち奨励賞 応用研究部門 優秀賞( A03 : 嶋田(D2) ） 

78. 第 45 回日本臓器保存生物医学会学術集会 会長賞( A03 : 水巻（M1) ） 

79. 第 34 回日本ＤＤＳ学会学術集会 優秀発表賞( A03 : 北村(M2) ） 

80. 日本化学会第 98 春季年会 学生講演賞( A03 : 嶋田(D2) ） 

81. 2018 年度高分子学会学術賞 ( A01：丸山） 

82. 2017 年度花王科学賞 ( A01：丸山） 

83. 日本化学会第 68 回進歩賞 ( A03 : 安井 ) 

84. 日本化学会 第 7 回女性化学者奨励賞 ( A02：建石 ) 

85. 第 38 回 キャピラリー電気泳動シンポジウム 最優秀ポスター賞( A03 : 長縄(M2) ) 

86.  第 45 回日本臓器保存生物医学会学術集会 会長賞 ( A03 : 水巻(M1) ) 

87.  化学とマイクロ・ナノシステム学会第 38 回研究会 優秀発表賞 ( A03 : 長縄(M2) ) 

88.  Intenational Conference on Science and Technology of Emerging Materials, STEMa 2018 Oral Presentation Award 

( A03 : Hiromi Takahashi (D1) ) 

89. 第 39 回日本炎症・再生医学会 優秀演題賞 ( A03 : 湯川 ) 

90. 安藤博記念学術奨励賞 ( A03 : 安井 ) 

91. 平成 30 年度東北大学大学院薬学研究科長賞 ( A03 : 内田 ) 

92. Mass Spectrometry and Proteomics 2018 ベストプレゼンテーション賞最優秀賞 ( A03 : 大塚 ) 

93. The Imbach-Townsend Award ( A02：杉本 ) 

94. 平成 30 年度日本プロテオーム学会奨励賞 ( A03 : 武森 ) 

95. 第 7 回 三島海雲学術賞  ( A01：萩原 ) 

96. 優秀発表賞, 第 34 回日本ＤＤＳ学会学術集会 ( A03 : 北村(M2)) 

97. COI2021 表彰特別賞, 第 3 回 COI2021 会議 プレゼンテーション ( A03 : 小野島 ) 

98. ベストプレゼンター賞, 第 1 回 COI 若手研究者アイデアソン合宿 in 仙台 ( A03 : 小野島 ) 

99. Lecture Award, International Symposium on Pure & Applied Chemistry (ISPAC) 2017 ( A03 : 小野島 ) 

100. 第 17 回インテリジェント・コスモス奨励賞 ( A03 : 内田 ) 

101. 日本化学会賞 細胞夾雑系有機化学の開拓 ( A01 : 浜地 )  
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７ 研究組織の連携体制 

 研究期間中に行われた領域内での共同研究

を右図にまとめた。計画班内では、領域立ち上

げ当初から複数の共同研究課題を設定し、異分

野連携の研究をいち早くスタートさせた。最終

的に計画研究内での共同研究は 16 件にのぼる。

その中で、4 つの連携研究については論文発表

の成果に結びつけることができた。また、領域

研究に参画した公募研究班については、領域会

議や主催の国際会議の折に、領域内での積極的

な共同研究の推進を奨励してきた。その結果、

公募班が参画した公募班－計画班ならびに公

募班－公募班間の領域内共同研究は合計で 20

件にのぼる。この中で 2022 年 4 月の時点で論

文発表の成果に結びついた共同研究は 10 件と

なる。以下に研究期間内の共同研究によって得

られた具体的な論文成果の詳細を記載する。 

連携１：細胞夾雑系におけるコバレントドラッグ

の非特異反応に関するプロテオミクス解析 

A01 王子田班－A01 浜地班 Nature Chemical Biology, 2019, 15, 250-258. 

連携２：夾雑模倣系におけるタンパク質翻訳活性評価 

A03 田端班－A02 杉本班 ACS Synthetic Biology, 2019, 8, 557-567. 

連携３：分子夾雑環境下による G 四重らせん構造の安定化機構の解明 

A02 杉本班－A02 田中班 Nucleic Acids Research, 2018, 46, 4301-4315. 

連携４：がん病態環境の分子夾雑定量マッピングデバイスの開発 

A03 馬場班―A03 加地班 Analytical Chemistry, 2019, 91, 6514-6521. 

連携５：エクソソーム捕捉ナノワイヤを用いた尿と血清でのがんリキッドバイオプシーの研究開発 

A03 馬場-A03 夏目 ACS Appl. Mater Interfaces., 2021, 13, 17316-17329, Nanometerials, 2021, 11, 1768. 

連携 6：がん病態環境の分子夾雑定量マッピングデバイスの開発  

A03 馬場-A03 加地 Anal. Chem., 2019, 92, 2483-2419. 

連携 7：夾雑環境下のネイティブ質量分析によるタンパク質相互作用の観測と追跡 

A01 浜地-A02 明石 Anal. Bioanal. Chem., 2020, 412, 4037-4043. 

連携 8：ノンコーディング RNA による FUS 凝集の抑制 

A02 後藤班-A02 片平班 Scientific Reports, 20221, 11, 9523. 

連携 9：脂質化ペプチド抗原と新油性アジュバントの共集合による乳がんワクチンの創製と免疫学的評

価 

A01 真鍋班-A02 松浦班 Angew. Chem. Int. Ed., 2020, 2020,59, 17705-17711. 

連携 10:タンパク質をサイトゾルに効率的に送達する HAad 修飾人工ウィルスキャプシド 

A01 二木班-A02 松浦班 Bioconjug. Chem., 2022, 33, 311-320

領域内共同研究の連携図 

(赤線の連携は論文発表の成果に結びついた共同研究) 
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８ 当該学問分野及び関連学問分野への貢献の状況 

本領域研究では、既存の学問分野の枠に収まらない新興・融合領域である分子夾雑化学の創成を目指

して、A01 から A03 の 3 つの計画班を設定して、平成 29 年度から 5 年間にわたって研究を進めた。公

募研究では、期間内で合計 66 件の研究課題を関連する幅広い分野から採択、分野横断的な領域体制を

構築して分子夾雑化学の発展と概念の普及を目指した。 

まず、計画班においても計画した各研究はいずれも、おおむね順調に進展し、その結果として、国内

外で十分に高い評価を得る研究成果を残した。また、公募班においても活発な研究活動が展開され、優

れた研究成果を輩出するグループも複数現れた。以上の研究活動により、世界トップレベルで高い評価

を受け、関連分野において大きなインパクトを残す複数の研究成果が得られた。具体的には、原著論文 

591 報 (Impact Factor 10 以上の論文誌 73 報、うち Nature 姉妹誌 19 報、Science 姉妹誌 6 報)、書籍出

版 43 件、招待講演 462 件 (うち海外基調講演 20 件)、一般講演 455 件などである。また、総括班内

に設置した統合生命化学研究センター(CIBIC)による研究支援活動を通じて、領域内共同研究を積極的

に推進し、分野融合型の研究成果を生み出すことにも成功した。具体的には、CIBIC を通じて 20 以上

もの領域内共同研究が実施され、この中から論文掲載に結びついた成果は 10 報に登る。さらに国際シ

ンポジウム(ICBN2017, CMCB2017, CMCB2022)の開催、海外派遣活動、イギリス化学会誌 (Chemical 

Communications, RSC Chemical Biology)での「分子夾雑化学」の Themed collection の特集を組む事などに

より、本領域活動の国際的なアピールを継続して行ってきた。以上の活動を通じて、我が国独自の分子

夾雑化学の国際的な認知度の向上が達成されたと考えている。これに加えて、学会横断型シンポジウム

の開催 (4 回)や、他の新学術領域とのジョイントシンポジウムの開催(3 回)によって、周辺関連分野と

の新たなネットワーク形成や研究成果の情報交換が図られた。また、総括班が主導するアウトリーチ活

動として、領域ニュースレーターの発行 (年２回)、一般化学雑誌や学会誌に「分子頬雑の生命化学」に

関する特集を行い、本領域研究の意義を国民や社会に向けて広く発信し普及させた。 

以上の５年間にわたる研究活動を通じて、当初の目標である新興学術研究としての分子夾雑化学の分

野形成、分子夾雑化学の概念の普及・浸透は、ほぼ予定通りに達成できたと自負している。実際に 2019

年度における領域の中間評価においても高い評価を受けている (評価: Ａ 「研究領域の設定目的に照ら

して、期待どおりの進展が認められる」)。また、本領域研究を通じて、これまで未開拓であったり、

明らかにされてこなかった生命化学の諸課題について複数の新たな知見が得られた。これらは、今後の

本領域研究のさらなる発展の道筋を切り拓く価値ある成果である。また、本領域の活動を通じて、異な

る学問領域にある多くの研究者が、分子夾雑化学の意義や重要性について理解を深めた事は、我が国の

今後の生命化学研究の発展、学際的研究の活性化、異分野間人的ネットワークの基盤構築に貢献する成

果であると考えている。 

一方では、領域研究期間の後半に発生した COVID-19 感染拡大の影響のため、ほとんどの領域会議や

シンポジウムがオンライン開催となり、また、海外派遣などの国際活動も大きく制限された。このため、

領域メンバーとの直接の人的交流、国内外に向けた分子夾雑化学の概念普及が妨げられてしまった事は

事実である。この点を補う領域活動として、令和 4 年度に公開シンポジウムを本領域で主催し、領域研

究者間の人的交流を強化するのみならず、他分野の研究者や一般市民を含めた幅広い層を対象として分

子夾雑化学の重要性、今後の本学問分野の発展について理解を深めてもらった。 

  



 105 

９ 若手研究者の育成に関する取組実績 

(１)若手研究者の積極的な参画と採択 

 計画研究班においては、研究開始当初に研究代表者として 40 歳代前半の研究者 3 名、研究分担者・

研究協力者としては 30 歳代～40 歳代前半の若手研究者 12 名が領域研究に参画した。公募研究班では、

領域研究に必要な課題を厳選しつつ第１期および第 2 期を合わせて 30 歳代～40 歳代前半の若手研究者

32 名を採択できた。このように多くの若手研究者を積極的に本領域に取り込んだことは領域の活性化に

極めて有効であった。すなわち、若手研究者は研究に対する興味の範囲が広く、共同研究にも積極的に

取り組んでいる。また、全体会議や若手研究会セミナーにおける活発な議論など、将来の本研究領域を

牽引する人材が多いことを十分に認識できた。 

(２)若手主催のシンポジウムの開催 

 計画研究代表者である萩原、田端、公募班員である小松、築地らの若手メンバーが世話人となり、領

域研究開始時より毎年、若手主催のシンポジウムを開催し、分子夾雑化学に関する研究成果の共有と領

域内外の若手コミュニティの形成を促した。以下にその具体的な実績を記載する。 

1. 「分子夾雑の生命化学」関西シンポジウム (2021 年 12 月 21 日、担当：A02 班 三好) 

2. 「分子夾雑」・「生命金属」・「シンギュラリティ」合同シンポジウム: ハイブリッド開催 (2021 年 11

月 22-23 日、担当：A03 班 田端) 

3. 「分子夾雑の生命化学」第 1 回東海シンポジウム (2020 年 10 月 26 日、担当：公募班 築地) 

4. 「分子夾雑の生命化学」第 2 回関東地区シンポジウム (2019 年 10 月 16 日 担当：公募班 築地)  

5. 「分子夾雑の生命化学」第 1 回関東シンポジウム (2018 年 12 月 7 日、担当：A01 班 萩原) 

(３)若手研究者海外派遣に対する支援 

 優秀な若手研究者(若手教員、ポスドク、学生)の海外機関への中短期派遣を支援した。これにより、

国際共同研究の推進と国際性のある若手の育成することで、将来のための継続的・発展的なネットワー

クの構築を行った。しかしながら、領域研究の後半では、コロナ感染の影響を受けて海外派遣事業が実

施不可能な状況となった。最終的には領域研究の全期間を通じて、計画班および公募班から 6 名の若手

研究者が領域からの支援により、海外での共同研究、技術習得を行なった。 

 

 


